
菊文館 菊池市文化会館
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
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健相室 健康相談室
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七多セ 七城多目的研修センター
七　公
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七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
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旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公

旭公図

旭志公民館

旭志公民館図書室
泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図
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泗福セ 泗水地域福祉センター３月の行事予定
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取
材
で
、
岩
手
県
遠
野
市
へ
行
き

ま
し
た
。
３
日
間
と
短
い
時
間
で
し

た
が
、
遠
野
の
魅
力
は
「
人
」
と
教

え
て
も
ら
っ
た
と
お
り
、
素
敵
な
出

会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
広
報
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
人
が

集
ま
り
、
歓
迎
会
も
開
い
て
く
れ
ま

し
た
。
翌
日
に
仕
事
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
２
時
間
以
上
か
け
て
来
て

く
れ
た
人
も
い
ま
す
。
広
報
を
通
し

て
、
私
は
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い

ま
し
た
。
広
報
担
当
に
な
ら
な
け
れ

ば
、
一
生
出
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

株式会社西川印刷

（再生紙使用）

わいふ一番館では、菊池わいふ
のひなまつりに合わせ、手作り
の吊るしびなや雛人形などが展
示されています。展示は、３月
13日（日）まで。
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豊かな水と緑、
光あふれる
田園文化のまち

紙面より

編
集
後
記

七多セ七多セ七多セ

菊池市役所は、環境管理の国際規格「ＩＳＯ14001」を認証取得しています 

　 　　（対前月比）　
■人口：51,613人　　　　（－27）
　男性：24,769人　　　　　（１）
　女性：26,844人　　　　（－28）
　世帯：17,962世帯　　（４）

特集　菊池の広報紙
市職員の給与
定員管理などを公表します
オリジナルナンバープレートが
決定しました
睡眠と健康（健康だより）
軽自動車の廃車・変更・移転
手続きを忘れずに
菊池千年風土とまちそだてを
考えるシンポジウムを開催します

2
　
10
　
14
20  
　
26
　
30

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

１ ２ ３ ４ ５
春の火災予防運動
～７日まで
３・４カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　七多セ

アットホーム
「マタニティ」
（母親学級）　
13:15 ～13:30
（受付）　菊中公

すくすくクラブ
（ひな祭り会）　
10:00 ～　児童セ
６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　泗　公

３・４カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　西部セ

６ ７ ８ ９ 10 11 12
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　泗支所

弁護士相談　
9:00 ～12:00
（要予約）、
行政相談　
10:00 ～12:00　
七多セ
社会保険
出張相談所開設
（要予約）　
10:00 ～15:00　
菊中公
６・７カ月児健診　
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

すくすくクラブ　
10:30 ～　児童セ
１歳６カ月児健診
13:30 ～14:00
（受付）　旭憩家

きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
しすいっ子童話会
のおはなし会　
11:00 ～　泗　図

13 14 15 16 17 18 19
菊池千年風土とま
ちそだてを考える
シンポジウム　
13:00 ～　菊文館

育児相談　
9:30 ～10:30
（受付）　西部セ
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　菊中公

育児教室
9:30 ～10:00
（受付）　西部セ
認知症サポーター
養成講座　
14:00 ～　
福祉会館

すくすくクラブ　
10:30 ～　児童セ
１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　泗　公

１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館
男女共同参画専門
委員相談　
13:30 ～16:30　
菊中公

お楽しみ会　
10:30 ～　菊公図
第３回
おはなし講座
10:30 ～　泗　図
古典を楽しむ会　
14:00 ～　泗　図

20 21 22 23 24 25 26
お楽しみ会　
14:00 ～　泗　図

弁護士相談　
9:00 ～12:00
（要予約）　泗福セ
健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　旭支所
納税相談夜間窓口
開設（～3/28まで）
～20:00　徴税課

献血　
9:30 ～11:30/
0:30 ～13:30
旭　公　
すくすくクラブ　
10:30 ～　児童セ
３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　泗支所

２歳６カ月児歯科
健診　
13:30 ～14:00
（受付）　菊文館

おはなしの部屋　
11:00 ～　泗　図
３歳児健診　
13:10 ～13:30
（受付）　菊文館

きくちおはなしの
もりおはなしかい
10:30 ～　菊公図
しすいっ子童話会
のおはなし会　
11:00 ～　泗　図

27 28 29 30 31 ４/１ ４/２
軽トラ朝市　
７:30 ～11:30　
迎町・中央通り・
立町

健康相談　
9:30 ～10:30
（受付）　七多セ

３月の行事予定



山下久美さんと夏奈ちゃ
んは、とても仲の良い親
子。久美さんは、広報紙
が届くといつもすぐ開い
て読むそうです。一番読
むのは子育ての記事。イ
ベント情報も広報紙から
見つけています。

 菊池の
　　広報紙

特 集

まちの情報を伝える
広報紙。
市が行う事業内容や
活動状況を知らせる
だけでなく、まちに
住む人と行政をつな
ぐパイプのような役
目を持っています。
平成 17 年４月に発
行が開始された広報
も、100 号までもう
少し。昨年５月から
新しくなった紙面は
どんな反響があった
のでしょうか。市民
が広報紙に求める情
報とは―？
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第
54
回
熊
本
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

広
報
き
く
ち
が
県
広
報
協
会
賞
を
受
賞

総
合
的
な
仕
上
が
り
は
よ
い
が

表
現
が
硬
い
と
の
評
価

広報コンクール結果

審査員講評
　

熊
本
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
市
部
で
広
報
き
く
ち
が

特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
特
選
の
中
か
ら
選

ば
れ
る
熊
本
県
広
報
協
会
賞
に
も
選
ば
れ
、
全
国
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
へ
参
加
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
広
報
活
動
の
活
性
化
や
広
報

紙
編
集
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
内
市
町
村
が

発
行
す
る
広
報
紙
の
中
か
ら
優
れ
た
広
報
紙
を
選
ぶ

も
の
で
す
。
広
報
紙
と
広
報
写
真
の
部
が
あ
り
、
広

報
紙
の
部
で
は
企
画
・
文
章
・
写
真
・
レ
イ
ア
ウ
ト

な
ど
の
総
合
的
な
評
価
で
選
ば
れ
ま
す
。

　

１
月
12
日
、
最
終
審
査
が
熊
本
日
日
新
聞
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
一
次
審
査
を
通
過
し
た
広
報
紙
の
中

か
ら
、
６
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
特
選
・
入
選
・
佳

作
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
10
日
、
熊
日
本
社
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
各
市
町
村
の
広
報
担
当
者
な
ど
約
40
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
松
岡
繁
光
熊
本
日
日
新
聞
社
事

業
局
長
が
「
広
報
は
、
住
民
と
の
橋
渡
し

に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
市
町
村
の
広
報
づ
く

り
の
指
針
と
な
る
か
と
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

松
岡
事
業
局
長
と
熊
本
県
知
事
公
室
広
報
課

山
口
達
人
課
長
か
ら
、
受
賞
市
町
村
へ
賞
状

や
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
査
員
を
代
表
し
て
、
丸
山
定
巳

審
査
員
（
熊
本
大
学
名
誉
教
授
）
、
本
田
節

子
審
査
員
（
歌
人
・
作
家
）
、
松
木
良
介
審

査
員
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
か
ら

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
丸
山
審
査
員
は
「
地

域
社
会
の
問
題
が
広
報
紙
に
見
え
て
こ
な
い
。

地
域
の
話
題
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
も

う
少
し
問
題
提
起
し
て
共
に
考
え
て
い
こ

う
と
い
う
企
画
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
」
と
評
価
。
本
田
審
査
員
は
、
「
独
自

の
目
線
が
な
い
と
だ
め
。
思
い
が
行
間
か
ら

立
ち
上
っ
て
く
る
よ
う
な
文
章
を
書
き
、
こ

れ
は
読
み
た
い
、
読
ま
な
け
れ
ば
と
思
わ
せ

る
見
出
し
が
必
要
」
と
い
う
評
価
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
松
木
審
査
員
は
、
「
デ
ザ
イ

ン
や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い

る
。
表
紙
で
ま
ず
次
の
ペ
ー
ジ
を
開
か
せ
る

か
。
開
い
た
ペ
ー
ジ
で
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る

か
。
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切
」
と
全

体
を
評
価
し
ま
し
た
。

上：８月号で特集した「図書
館の可能性を探る」
下：９月号で取り上げた国勢
調査のお知らせ
コンクールには、広報きくち
７月号、８月号、９月号を出品。
広報きくち７月号では選挙や
音声ボランティアグループを
特集。

菊池市の特選
受賞は、合併
前の旧菊池市・
泗水町を合わ
せて平成にな
り６回目

　応募総数は、広報紙の部21点、広報写真の部53点。
広報紙（市部）
特選（県協会賞）　広報きくち
入　選　広報うき
佳　作　市政だより、広報みなまた、広報ひとよし
広報紙（町村部）
特選（熊日賞）　広報おおづ
入　選　広報みふね
佳　作　広報れいほく、広報ながす
広報写真の部
特　選　広報ゆのまえ　「夏だ！プール開きだ！」
入　選
 ・ 広報うき
　「やった!元気いっぱいの舞台に咲いた笑顔　２０１０夏　発信Ⅲ」
 ・ 広報みふね　「最愛なる家族いつまでも」
 ・ 広報あさぎり
　「おいしい!たのしい!そうめん流し　GT研究会　親子林間学校  
　開催」
佳　作
 ・ 広報れいほく　「視線は火点へ」
 ・ 広報ながす　「まちの小さな音楽家たち」
 ・ 広報こうさ　「昔の道具を使って秋の収穫を楽しむ」
 ・ 広報みなみおぐに　「勇者たちの熱い夏」

　特選ならびに県広報協会賞、おめでと
うございます。内容構成など総合的な評
価の結果でした。レイアウトや色調の仕上
がりも好感が持てるものでした。加えて、
それぞれの特集も多面的に掘り下げよう
という意欲が見られます。シリーズの歴史
物も地元への認識を深めるのに役立って
いると思います。これからも、地域が直面
しているさまざまな課題を取り上げ、市民
へ問題提起していくような企画をさらに
期待しています。

　広報紙の役割は、情報伝達に加えて文
化のリード的役割があります。その点、広
報きくちの特集「図書館」が良かったです。
現場に足を運び、じっくりと取材をし、市
民の求めるものを認識して、なおかつ一歩
リードした方向を示してもいます。特集も、
７月号「声を届ける」、８月号「図書館の可
能性を探る」、９月号「５年に一度の統計調
査」と変化に富んでいます。一つのことを
深めて行く方法もありますが、変化してい
るのも市民は興味を持つでしょう。

丸山　定巳さん

本田　節子さん

熊本大学名誉教授

歌人・作家

菊池の広報紙特 集
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市
町
村
が
発
行
す
る
広
報
紙
に
は
、
行
政

が
伝
え
た
い
・
住
む
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
情

報
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
か
ら
平
成
へ

と
時
代
が
変
化
し
て
も
、
ま
ち
に
住
む
人
と

行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
広
報
紙

は
発
行
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
広
報
紙
は

行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
、
住
む
人
へ
伝

え
る
た
め
に
発
行
さ
れ
ま
す
。
新
聞
や
雑
誌

と
違
い
、
掲
載
さ
れ
る
の
は
ま
ち
の
こ
と
。

「
ま
ち
の
中
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
こ

れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
か
」
な
ど
、

住
む
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
情
報
や
伝
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
、
旧
市
町
村
が
発
行
し
て
い

た
広
報
紙
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
（
※
１
）
が
多

く
、
新
聞
の
よ
う
に
縦
に
文
字
が
並
ぶ
レ
イ

ア
ウ
ト
（
※
２
）
で
し
た
。
現
在
で
は
雑
誌

の
よ
う
な
A
４
判
の
も
の
が
全
国
的
に
も
主

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
な
ど
を
活
用
し
た
紙
面
が
増
え
て
き
た

こ
と
、
見
開
き
で
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
作
り
や

す
い
こ
と
な
ど
が
理
由
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

紙
面
も
旧
市
町
村
時
代
は
１
色
刷
り
や
２

色
刷
り
が
多
く
、
写
真
も
モ
ノ
ク
ロ
（
※

　

「
U
D
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
」

と
は
、
障
が
い
の
有
無
や
年
齢
、
体
格
な
ど

に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
製
品
や
建
造
物
、
生
活
空
間
な

ど
を
デ
ザ
イ
ン
（
設
計
）
す
る
こ
と
で
す
。

対
象
を
障
が
い
者
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
す
べ

て
の
人
に
優
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
U
D

の
基
本
的
な
考
え
で
す
。

　

読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
掲
載
し
て
い

る
す
べ
て
の
文
字
を
大
き
く
す
る
こ
と
は

簡
単
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
紙
面

に
掲
載
で
き
る
情
報
が
減
る
た
め
、
内

容
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
文
字

の
大
き
さ
と
情
報
量
は
、
ど
ち
ら
も

見
落
と
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な

部
分
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
多
く
の

人
が
読
み
や
す
い
と
感
じ
る
文
字
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

紙
面
を
一
新
す
る
際
、
よ
り
見
や
す

い
文
字
と
し
て
U
D
フ
ォ
ン
ト
（
※
５
）

を
採
用
し
ま
し
た
。
U
D
フ
ォ
ン
ト
は
、
以

前
と
文
字
の
大
き
さ
を
変
更
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
見
比
べ
た
と
き
に
大
き
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
U
D
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
）
」

と
は
、
障
が
い
の
有
無
や
年
齢
、
体
格
な
ど

に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
人
が
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
製
品
や
建
造
物
、
生
活
空
間
な

ど
を
デ
ザ
イ
ン
（
設
計
）
す
る
こ
と
で
す
。

対
象
を
障
が
い
者
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
す
べ

て
の
人
に
優
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
U
D

の
基
本
的
な
考
え
で
す
。

　

広
報
紙
に
掲
載
し
て
い
る
す
べ
て
の
文
字

を
大
き
く
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
。
し
か
し

　

さ
ら
に
、
フ
ル
カ
ラ
ー
だ
か
ら
こ
そ
、
色

の
使
い
す
ぎ
で
紙
面
が
読
み
づ
ら
く
な
る
の

を
改
善
す
る
た
め
、
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
（
※
６
）
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

特
に
色
覚
障
害
を
持
つ
人
は
、
特
定
の
色
が

本
来
と
は
異
な
っ
た
色
に
見
え
ま
す
。
文
字

や
グ
ラ
フ
に
使
用
す
る
色
に
配
慮
し
、
誰
で

も
見
や
す
い
と
感
じ
る
色
使
い
に
変
更
し
ま

し
た
。

　

虫
眼
鏡
の
中
に
あ
る
文
章
は
、
フ
ォ
ン
ト

だ
け
を
変
更
前
に
戻
し
た
も
の
で
す
。
U
D

フ
ォ
ン
ト
は
、
変
更
前
に
比
べ
て
線
と
点
の

間
が
広
く
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
数
字
の

「
３
・
６
」
な
ど
は
、
空
間
を
広
く
開
け
る

こ
と
で
、
文
字
が
小
さ
く
て
も
潰
れ
に
く
く

な
り
、
読
み
間
違
い
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

３
）
で
し
た
。
広
報
紙
の
形
が
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
か
ら
B
４
判
、
そ
し
て
A
４
判
に
変
わ
る

に
つ
れ
、
表
紙
や
一
部
の
紙
面
が
カ
ラ
ー
印

刷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
合
併
後
に
す
べ
て
の
紙
面
を

フ
ル
カ
ラ
ー
（
※
４
）
に
変
更
し
ま
し
た
。

県
内
で
も
、
フ
ル
カ
ラ
ー
で
広
報
紙
を
発
行

し
て
い
る
の
は
、
熊
本
市
と
菊
池
市
の
み
で

す
。
フ
ル
カ
ラ
ー
に
な
る
こ
と
で
、
写
真
な

ど
生
き
生
き
と
し
た
表
情
を
表
現
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
色
を
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
活

用
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
の
大
合
併
か
ら
６
年
、
月
２
回
の
広
報
紙
は
月
１
回
の
発
行
に
変
わ
り
ま

し
た
。
一
冊
の
広
報
紙
に
情
報
が
集
中
し
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
掲
載
で
き

な
い
も
の
が
で
て
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
５
月
号
か
ら
広
報
き
く
ち
は
紙
面
を
一
新
。「
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
情

報
」
を
で
き
る
だ
け
な
く
し
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
掲
載
で
き
る
よ
う
掲
載
方

法
を
変
更
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
「
今
」
を
伝
え
る
た
め
の

情
報
源
と
し
て
生
ま
れ
た
広
報
紙

意
外
と
知
ら
な
い

広
報
ア
レ
コ
レ

!?

モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
ー
へ

広
報
紙
に
も
U
D
の
時
代
が
き
た

昭和 32年、当時の菊池町が発行した「菊池広報第
１号」。
昭和 32年の菊池町誕生から１年後、町章決定や衛
生だよりなどを掲載した第１号が発行される。当時
は、ミスコンテストなども行われ、第１回ミス菊池
の審査結果なども掲載された。昭和 33年に菊池市
となり、昭和 42年から「広報きくち」へ名称を変更。
昭和 48年から B５判へ変更され、昭和 50年から
月２回の発行が開始された。

右：昭和 32年、旧旭志村が発行した「旭志村報第１号」。
昭和 31年の旭志村誕生から１年後、予算やたばこ消費税などを掲載した第１号が発
行される。昭和 39年、「広報きょくし」へ名称を変更。
左：昭和 36年、旧泗水町が発行した「泗水町報第１号」。
昭和 30年泗水村が誕生し、昭和 36年に泗水町となる。その年の４月から発行され
た泗水町報には、予算書の可決や議員事務局からのお知らせが掲載された。昭和 46
年発行の第 92号から B５判へ変更され、平成９年からA４判になり、「広報しすい」
として発行された。

平 成 18 年 か ら
「広報おおづ」を
担当。第50回～第
54回熊本県広報コ
ンクール町村部特
選（熊日賞）。平成
20年には、全国広
報コンクールで３
席に輝く。

※１ータブロイド判
　新聞などに使われる用紙
の判型。基準は 546㎜×
813㎜。
※２ーレイアウト
　紙面の仕上がりを考え
て、文字・写真・グラフな
どを所定の範囲内に効果的
に配置すること。
※３ーモノクロ
　モノクローム。画面が白
黒の写真や映画のこと。モ
ノクローム・フィルムは、
黒から白までの濃淡で画像
ができている。
※４ーフルカラー
　印刷物などで「あらゆる
色」を表現できること。３
色以上であればフルカラー
となる。
※５ーUDフォント
　ユニバーサルデザイン
フォント。より多くの人が
利用しやすいようUDに対
応した書体。広報きくちで
は、モリサワのUDフォン
トを採用。「文字の形が分か
りやすい形状」「読み間違い
にくい形状」「文書が読みや
すい形状」に注意した書体。
※６－カラーユニバーサル
　デザイン
　色の識別が不自由な人や
年齢を重ねることで色覚機
能が低下している人にも見
やすく、分かりやすく情報
が伝わるように配慮したデ
ザインのこと。すべての人
に情報が伝わるよう、利用
者側の視点に立って作られ
たデザイン。

　人口５万人を超える菊池市の人たちの心をつなげている「広報きくち」。
　合併から６年、旧４市町村の誇りを大切にしながらも、市民の心を一つにするために
行っている紙面づくりをすばらしく思います。
　時間をかけて、広い市内を駆け回って完成する「広報きくち」は、行間から、担当者の
熱意が伝わります。そして、今も昔も、その熱意は変わっていません。
　私は、隣町だという理由で広報交換させてもらい、読ませてもらっていますが、紙面
から感じる郷土愛と手間暇をかけた文章、レイアウト、写真…そのすべてが、私たち市
町村の広報担当者のお手本となるべきものです。
　広報きくちのような広報紙が、どの市町村にも配られている訳ではありません。この
ような市民に向けた愛があふれる広報紙はそうありません。広報きくちを一番に読む
ことができる菊池市の皆さんは、誇りを持ってください。
　私は、そんな皆さんがうらやましいです。辻口　浩二さん

菊池の広報紙特 集
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問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

広
報
は
読
ま
れ
て
い
る
の
か

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

広
報
き
く
ち
11
月
号
で
紙
面
を
使
っ
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
内
外
92
人
の
人
か
ら
回
答
と
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
広
報
き
く
ち
に
望
む
も
の
は
何
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
と

も
に
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

90
％
以
上
の
人
が

「
広
報
を
毎
号
読
む
」
と
回
答

知
ら
せ
た
い
情
報
は

項
目
を
分
け
て
読
み
や
す
く

　

回
答
者
92
人
の
内
訳
と
し
て
、
男
性
が
32

人
、
女
性
が
54
で
し
た
（
無
回
答
６
人
）
。

回
答
者
の
多
く
は
60
代
以
上
で
し
た
。

　

86
人
が
広
報
き
く
ち
を
毎
号
読
む
と
回
答

し
、
82
人
が
フ
ル
カ
ラ
ー
を
「
と
て
も
見
や

す
い
・
見
や
す
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
文

字
の
大
き
さ
で
は
、
78
人
が
「
と
て
も
見
や

す
い
・
見
や
す
い
」
と
回
答
し
た
の
に
対
し

て
、
11
人
が
「
見
に
く
い
・
と
て
も
見
に
く

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

紙
面
後
半
に
あ
る
「
情
報
つ
ぅ
」
は
、
市

役
所
・
国
・
県
か
ら
の
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
、
健
康
診
断
、
ご
み
問
題
、

確
定
申
告
な
ど
い
ろ
ん
な
種
類
の
情
報
が
並

び
ま
す
。
内
容
も
、
申
請
が
必
要
な
も
の
、

募
集
す
る
も
の
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
と
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　

昨
年
５
月
か
ら
、
記
事
の
内
容
ご
と
に
項

目
を
分
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
各
項
目
ご
と
に

見
出
し
の
色
を
統
一
。
過
剰
な
色
使
い
や
デ

ザ
イ
ン
も
取
り
除
き
、
読
み
や
す
い
紙
面
を

心
が
け
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
59
人

が
「
と
て
も
見
や
す
く
な
っ
た
・
見
や
す
く

な
っ
た
」
と
回
答
。
「
色
分
け
し
て
あ
り
分

か
り
や
す
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
一
方

で
、
「
オ
レ
ン
ジ
色
が
強
す
ぎ
る
」
と
い
う

　

ま
ち
で
起
き
た
出
来
事
な
ど
の
話
題
を
掲

載
し
て
い
る
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
。
話
題
に
な

る
事
柄
・
出
来
事
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
広

報
紙
で
は
お
知
ら
せ
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
で

ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
49
人
が
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
読
む
と
回
答
し
ま
し
た
。
情
報
が
分
か
る

と
い
う
意
見
だ
け
で
な
く
、
「
賞
状
を
持
っ

て
市
長
と
一
緒
の
写
真
は
必
要
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
違
い
、
広
報

紙
に
即
事
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
出
来
事
が
起

き
て
か
ら
、
紙
面
に
掲
載
し
、
読
ん
で
も
ら

う
ま
で
に
ど
う
し
て
も
時
間
の
遅
れ
が
出
て

し
ま
い
ま
す
。
ま
た
す
べ
て
の
記
事
を
大
き

く
取
り
上
げ
る
こ
と
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
記
事
の
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で

き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
広
報
紙

だ
か
ら
掲
載
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
広

報
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
話
題
を
載
せ
て
い

き
ま
す
。

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

情
報
つ
ぅ
に
掲
載
す
る
の
は
行
政
か
ら
の

お
知
ら
せ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
市

民
の
広
場
」
は
住
ん
で
い
る
人
か
ら
発
信
さ

れ
る
情
報
を
掲
載
す
る
た
め
に
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
「
住
民
と
行
政
」
だ
け
で
な

く
、
「
住
民
と
住
民
」
を
つ
な
ぐ
役
割
を
広

報
紙
が
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
号
か
ら
は
、
表
紙
に
掲
載
し
て
い
た

「
紙
面
よ
り
」
を
拡
大
し
、
す
べ
て
の
お
知

ら
せ
を
見
出
し
か
ら
検
索
で
き
る
よ
う
に
変

更
し
ま
す
。

「情報つぅ」のタイトルロゴ。
ここからお知らせが始まります。

全国の市町村がつくる広報紙●こんなコーナー・特集があったらいいな

●ここを変えてほしい

　47都道府県には1,700以上の市町村が
あり、同じ数の広報紙が発行されています。
ほとんどの広報紙はA４判で作られており、
フルカラーもあれば１色や２色刷りなどもあ
ります。
　それぞれの広報紙が、独自のスタイルを
持っています。表紙だけでも、写真の大きさ・
題字のデザインなど同じものは一つもありま
せん。さらに、大津町では「大津のことがもっ
と好きになる情報誌広報おおづ」という題字
をつけ、荒尾市や長洲町などでは小学生に
題字を書いてもらうなど、それぞれに工夫し
ています。
　すべての広報紙は、そのまちに住む人のた
めに作られているのです。

全国から届いた広報紙は、企画振興課で保管
しています。自由に閲覧することもできます
ので、ご覧になりたい人はお越しください。

ま
ち
の
話
題
を
伝
え
る
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

 ・ 市民から市役所に対する一般的なお尋ね・質問に
答えるコーナーを設けて（50代女性）

 ・ 菊池の特産品をみんなに知ってもらうため写真
入りで掲載して（70代男性）

 ・市役所の部署ごとの紹介を特集して（70代女性）
 ・ 高齢社会の中で市内でも現役で頑張っている高
齢者が多くいる。特集でその姿を載せると高齢
者に励みになると思う（70代男性）

 ・ 不況を乗り切る（医療費、年金、税、お店など）
お得な情報を掲載して（40代女性）

 ・ 地域を支える小さな活動グループなども地域の
力になるのではないでしょうか（70代男性）

 ・横文字の言葉を使わないで、誰にでも分かる言葉   
　をお願いします（70代女性）
 ・目次から必要なところを見ているので、目次をも
　う少し詳しく載せてほしい（60代男性）
 ・文芸きくちは意味が分からないので、漢字にふり
　がなをつけてください（60代女性）

終わりに
　たくさんの人からアンケートの回答をいただきまし
た。「いつも楽しみにしています。大変でしょうが、がん
ばってください」。そんな励ましの言葉をたくさんいた
だきました。
　昨年からの新しい紙面にも、予想を超える反響があ
りました。「読みにくくなった」という意見が多かったら
どうしようと心配していましたが、アンケートではたく
さんの人が「読みやすい」に○をつけてくれました。しか
し、良い面ばかりではありません。「字が小さい」という
ものや、フルカラーだからこそ「色を使いすぎていて見
づらい」という意見もありました。
　まちに住む人のために広報を作る。旧市町村で初め
て広報が発行されたとき、合併を迎えようとしていたと
き、そして菊池市となった現在も、広報担当者はまちに
住む人のために広報を作り続けてきました。まちに住
む人へ、読みやすく伝わる広報紙を届ける。どの時代で
も、その思いは変わりません。コンクールで特選をいた
だいても、まちに住む人が読みたいと思えなければ意
味がないのです。住む人が手に取り、読んで内容を理
解してこそ、そこから新しい一歩が始まります。
　広報きくちはまちに住む人と行政をつなぐパイプ役
として、これからもたくさんの情報を掲載していきま
す。

　　　　　　　　　　　特集「菊池の広報紙」　終

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
話
題
を
載
せ
て
い

き
ま
す
。
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▼部門別職員数の状況 （各年度４月１日現在）

区分
職員数

増減 主な増減理由平成
22年度

平成
21年度

一般
行政

議会 6人 6人 0人

総務 113人 118人 ▲5人 事務事業見直し
(支所長の課長兼務）

税務 28人 27人 1人 事務事業見直し
民生 77人 78人 ▲1人 事務事業見直し
衛生 24人 23人 1人 事務事業見直し
労働 0人 0人 0人
農林水産 54人 53人 1人 事務事業見直し
商工 10人 10人 0人
土木 41人 45人 ▲4人 事務事業の見直し
小計 353人 360人 ▲7人

特別行政 教育 72人 73人 ▲1人 退職者不補充

公営
企業
など

水道 9人 9人 0人
下水道 15人 15人 0人
その他 73人 76人 ▲3人 事務事業の見直し
小計 97人 100人 ▲3人

合計 522人 533人 ▲11人

▼一般行政職の級別職員数の状況                     　　　　   （平成22年４月１日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1 級 主事 ･技師 37人 9.90%

2 級 主事 ･技師 48人 12.80%

3 級 係長 ･参事 ･主任 116人 31.00%

4 級 課長補佐 ･係長 ･参事 77人 20.60%

5 級 課長 ･室長 ･審議員 ･課長補佐 83人 22.20%

6 級 部長 ･総括審議員 ･首席審議員・次長 ･課長 10人 2.70%

7 級 部長 3人 0.80%

計 374人 100%

▼平成22年度職員採用の状況
区分 人数

一般事務 高卒程度 2人
行政事務 大卒程度 7人
建築士 大卒程度 0人
栄養士 短大卒程度 1人
調理員 高卒程度 0人
介護士 高卒程度 2人

計 12人
（注）「採用」は平成21年４月２日か
ら平成22年４月１日までの採用者。

▼平成21年度職員給与費の状況 (普通会計決算 )　　　　　　　　　　　（単位：千円）

職員数
給与費 一人当たり

給与費給料 職員手当 期末 ･勤勉手当 計
432人 1,635,930 205,879 620,870 2,462,679 5,701 

▼特殊勤務手当
内容 支給単価

税務職員手当 月額：2,000円
感染症等防疫手当 日額：500円
徴収手当 日額：500円
行旅死亡人収容作業等手当 1件：1,600円
行旅病人保護作業等手当 1件：800円
福祉業務手当 月額：3,000円～7,000円

▼職員の手当の状況（その他の手当）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成22年４月１日現在）
手当 内容および支給単価 (月額 ) 国の制度との異同

扶養
手当

配偶者 13,000円
同

その他の扶養親族 6,500円／人

住居
手当

持家の場合 1,000円
一部異

（持家支給）（新築、購入後、5年間） 2,500円
借家の場合（家賃に応じて） 27,000円以内

通勤
手当

自動車等を使用する場合（距離に応じて） 2,000円～24,500円
同

バス等を使用する場合（運賃に応じて） 55,000円まで

▼福利厚生事業（職員互助会事業）
財源（収入） 金額

個人負担金 1267千円
市からの交付金 343千円

事業（支出） 金額
職員保健交流事業など 1090千円
文化スポーツ事業 343千円

▼職員の手当の状況（退職手当）
菊池市 国

（支給率） 自己都合 勧奨 ･定年 自己都合 勧奨 ･定年
勤続20年 23.5月分 30.55月分 23.5月分 30.55月分
勤続25年 33.5月分 41.34月分 33.5月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2～20％加算）

定年前早期退職特例措置
（2～20％加算）

退職時
特別昇給 なし なし

▼職員の手当の状況（期末手当 ･勤勉手当）
菊池市 国

( 平成21年度支給割合 ) ( 平成21年度支給割合 )
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
2.75月分 1.40月分 2.75月分 1.40月分
（1.5）月分 （0.7）月分 （1.5）月分 （0.7）月分
( 加算措置の状況 )
職制上の段階､職務の級等による
加算措置（有）

(加算措置の状況 )
職制上の段階､職務の級等による
加算措置（有）

▼職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分 （２）懲戒処分

処分理由 戒告 減給 休職 免職 計 処分理由 戒告 減給 停職 免職 計

勤務成績が良くない 法令に違反した

心身の故障 8人 8人 職務上の義務に違反または職務を怠った

職に必要な適格性を欠く 全体の奉仕者たるふさわしくない非行があった 1人 1人

職制、定数の改廃、予算の減少に
より廃職・過員を生じた 上記処分に伴う管理職の管理監督責任

刑事事件に関し起訴された

▼退職者の状況
区分 退職者

定年退職 16人
定年前早期退職（勧奨退職） 2人
普通退職（長期勤続後） 2人
自己都合（20年未満勤続） 3人

計 23人

市
職
員
の
給
与

定
員
管
理
な
ど
を

公
表
し
ま
す

　

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
の
実
態
を
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

問い合わせ先　
職員課
☎0968（25）7204

▼ 職員の平均年齢､平均給料・給与月額の状況 (平成22年４月１日現在）
一般行政職 技能労務職

平均給料
月額（円）

平均給与
月額（円） 平均年齢 平均給料

月額（円）
平均給与
月額（円） 平均年齢

317,900 356,500 42.3歳 262,200 282,200 40.4歳

▼職員の初任給の状況（平成22年４月１日現在）（単位：円）
区分 菊池市 国

一般行政職
大学卒 172,200 172,200
高校卒 140,100 140,100

技能労務職 高校卒 141,900 ー

( 注 ) ｢平均給料月額｣ とは､ 平成 22 年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です｡
　　　｢平均給与月額｣ とは､ 給料月額と扶養手当等（期末勤勉手当及び退職手当を除く）の諸手当の額を合計したものです。
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国
際
交
流
事
業

観光パンフレットを作成しました

国
内
交
流
事
業

第 11 弾　国際交流課
今 年 の し ご と
シリーズ

問い合わせ先　国際交流課　☎ 0968（25）7252

　

海
外
で
は
、
韓
国
の
全
羅
北
道
金
堤
市
と
、

忠
清
北
道
清
原
郡
、
中
国
の
山
東
省
泗
水
県

の
三
都
市
と
友
好
都
市
を
締
結
し
て
い
ま

す
。

友
好
都
市
交
流
事
業

　

韓
国
・
中
国
の
友
好
都
市
と
交
流
を
し
て

い
ま
す
。
昨
年
は
４
月
の
桜
マ
ラ
ソ
ン
へ
、

清
原
郡
の
選
手
招
待
に
始
ま
り
、
コ
ス
モ
ス

マ
ラ
ソ
ン
へ
金
堤
市
の
選
手
招
待
、
秋
の
清

原
郡
・
金
堤
市
両
都
市
の
祭
り
へ
市
民
交
流

団
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
夏
に
計
画
し
て
い
た
中
学
生
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る
訪
韓
事
業
は
韓
国
で

の
口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
、
中
止
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
韓
国
か

ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の
受
け
入
れ
も
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
社
会
情
勢
を
考
慮

し
な
が
ら
相
互
交
流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

中
国
か
ら
は
５
月
に
、
県
長
な
ど
４
人
が

来
菊
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換

や
観
光
名
所
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
、
宮
崎
県
西
米
良
村
と
姉
妹
都

市
を
、
岩
手
県
遠
野
市
と
友
好
都
市
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
鹿
児
島
県
奄

美
大
島
龍
郷
町
と
も
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

都
市
間
交
流
事
業

　

国
内
の
都
市
間
交
流
は
、
市
民
団
体
で
あ

る
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
を
中
心
に
行
わ
れ

て
お
り
、
国
際
交
流
課
は
そ
の
事
務
局
を
務

め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
６
月
に
遠
野
物
語
百
周
年
記

念
行
事
へ
参
加
、
９
月
に
西
米
良
村
へ
小
学

生
派
遣
、
２
月
に
遠
野
市
へ
市
民
交
流
団
を

派
遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
両
都
市
か
ら

交
流
団
が
本
市
を
訪
問
し
、
市
民
同
士
の
交

流
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

龍
郷
町
と
は
、
西
郷
隆
盛
の
教
え
を
学
ぶ

「
菊
池
源
吾
に
学
ぶ
会
」
を
中
心
に
市
民
レ

ベ
ル
で
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は

第
三
セ
ク
タ
ー
で
奄
美
の
物
産
展
が
毎
年
開

催
さ
れ
、
交
流
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

10
月
の
奄
美
地
方
豪
雨
災
害
の
際
に
は
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
、
義
援
金
を
送

り
ま
し
た
。

　

西
米
良
村
・
遠
野
市
に
興
味
の
あ
る
人
、

西
郷
隆
盛
の
人
と
な
り
に
興
味
の
あ
る
人
の

「
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
」
お
よ
び
「
菊
池

源
吾
に
学
ぶ
会
」
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

菊
池
国
際
交
流
協
会
事
業

　

菊
池
市
唯
一
の
国
際
交
流
団
体
で
あ
る
菊

池
国
際
交
流
協
会
の
事
務
局
と
し
て
、
在
菊

外
国
人
交
流
会
の
開
催
、
韓
国
映
画
祭
の
開

催
へ
の
協
力
、
友
好
都
市
訪
問
団
の
派
遣
、

中
国
青
海
省
地
震
へ
の
災
害
義
援
金
取
り
ま

と
め
、
市
内
の
中
学
校
を
中
心
と
し
た
ス
リ

ラ
ン
カ
へ
の
学
用
品
の
送
付
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
人
の
、
協
会
へ

の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
推
進
事
業

　

国
際
交
流
推
進
に
関
わ
る
各
国
領
事
館
や

関
係
諸
官
庁
と
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
の
利

用
促
進
に
関
わ
る
活
動
や
、
プ
サ
ン
国
際
観

光
展
に
菊
池
市
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
菊
池
市

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
菊
池
市
を
Ｐ
Ｒ

す
る
情
報
と
し
て
外
国
語
版
の
観
光
Ｄ
Ｖ
Ｄ

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

国際交流課では主に海外の友好都市との交流と、国内の
姉妹都市・友好都市との交流に関する仕事をしています。

８月に開催された国際交流協会
主催の在菊外国人交流会の 1コ
マです。皆さん楽しい時を過ご
しました。

１・４．金堤
市へのホーム
ステイ交流
２．桜マラソ
ンへ参加した
清原郡の人た
ち
３．韓国の祭
りで菊池雲上
太鼓を披露

観光展での浴衣の試着体験

中国青海省地震の義援金を中国武総領事へ（右）
秋祭りでは、在住外国人の人たちとのど自慢大
会に出場しました（上）

　外国の人にも
分かりやすく菊
池を紹介するた
めに、３カ国語
でのパンフレッ
トを作成しまし
た。市役所や観
光協会に設置し
ています。ぜひ
ご利用くださ
い。

徐々に交流が深まってきた龍
郷町の皆さんと（上）
友好都市岩手県遠野市への訪
問（中央）
姉妹都市宮崎県西米良村への
訪問（下）

1

2

3 4
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第18回
子ども囲碁･将棋大会

８年前の
自分から届くメッセージ

１/９
（日）

１/５
（水）

大会参加者全員で記念撮影

上：新しいナンバープレートを持つ木下さん（右）
下：選考会ではデザインや色、菊池市のイメージに
　　合っているかなどが審査されました

新しいナンバープレートの種別デ
ザインです。
プレートの色は対象車種ごとに規
定があり、変更できません。

スコップを使いタイムカプセルを掘り起こす新成人たち

全員で「心の花を咲かせよう」や「フューチャー」を合唱しました消防署の指導で行われた放水

　子ども囲碁・将棋大会が旭志公民館で行われ、幼
児・小中学生25人が参加しました。成績は次のと
おりです（敬称略）　将棋の部（小学４年以下）　優
勝　城　壮一郎（隈府小）　準優勝　松岡　怜（菊
池幼稚園）　３位　上村剛史（泗水小）　将棋の部（小
学５・６年、中学生）　優勝　宮本　燎（泗水中）　
準優勝　三池紘幹（旭志小）　３位　前田啓喜（泗水
小）　囲碁の部　優勝　南家　航（泗水中）　準優勝
　芥川柊真（七城小）　３位　小山由佳（泗水中）

　菊池北小学校（宇野達也校長）の卒業生約20人
や当時の担任などが集まり、校庭に埋めたタイムカ
プセルを掘り起こしました。学校設立10周年を記
念して８年前に全学年で埋めたタイムカプセルは、
子どもたちが成人を迎える今年開ける約束をしてい
ました。カプセルの中からは、将来の自分に宛てた
手紙などが出てきました。ほとんど当時のままの状
態に、参加した城　慎一郎さんは「思ったよりきれ
いなままでびっくりしました」と驚いていました。

私たちの夢を伝えあおう
夢発表会

文化財防火訓練が
実施されました

１/23
（日）

１/22
（土）

　隈府小学校（恵濃裕司校長）の６年生 96人が、
夢をテーマにした劇や歌を、菊池市文化会館で発表
しました。総合的な学習で、いろんな職業の人にイ
ンタビューしたことや講演を通して学んだことを舞
台で表現。構成詩では「みんなに喜んでもらえるパ
ティシエになりたい」など、一人ひとりが自分の夢
を発表しました。またピアノ講師など話を聞いた３
人の人生を演じる劇では、子どもたちが生きいきと
した表情で演技を披露していました。

　旭志平地区にある鞍嶽山善光寺で、文化財防火訓
練が行われました。文化財防火デーに併せ、菊池広
域連合北消防署の指導で行いました。旭志地域では
初めての開催となり、地域の宝を守るため、防火意
識の大切さを再確認しました。また、訓練後には消
火器や自動体外式除細動器（AED）の講習も行わ
れました。文化財防火デーは、昭和 24年１月 26
日に法隆寺金堂が炎上したことを教訓として制定さ
れたものです。

オリジナルナンバープレートが
決定しました 問い合わせ先　税務課市民税係

　　　　　☎0968（25）7206
菊池市オリジナルナンバープレートのデザインが決定しました。
九州初の取り組みで、動く広告塔として、また市民から愛される
デザインが採用されました。新しいデザインは、原付バイクなど
のナンバープレートとして使用されます。

応募総数109点から
最優秀作品が選ばれました

交付手続きは４月１日から
50cc以下（白色）

90cc以下（薄黄色）

125cc以下（薄桃色）

ミニカー（薄青色）

小型特殊自動車（薄緑色）

　昨年10月～11月に、市内外からオリジナルナンバーデザイ
ンを募集しました。菊池渓谷や水、鞠智城などをイメージしたデ
ザインなど１０９点の応募がありました。
　11月29日、１０９点から選ばれた18点の作品が並べられ選考
会が開かれました。市長、副市長など12人の選考委員により、最
優秀作品と優秀作品が決定しました。最優秀作品には、木下　
彰さん（○菊　今）の作品が選ばれました。水の豊かな菊池市を川
の流れで表現し、緑の豊かさを葉っぱで表現したものです。菊池
市のイメージに合ったデザインが評価され、最優秀作品に選ば
れました。また、優秀作品には、佐藤瑚乃美さん（○菊　亘）の作品
が選ばれました。
　２月８日には、市役所で表彰式が行われ、福村市長から木下さ
んへ賞状と記念品が贈られました。木下さんは「九州初というこ
とで、全国に菊池市をPRしたいという思いでデザインしました。
このような賞をいただけて、本当にうれしいです」と喜びを語り
ました。

　新しいナンバープレートは、税務課と各総合支所税務係で交
付します。希望ナンバー制ではありませんのでご注意ください。
申請手続きに必要なもの　新規登録の場合は①～③、従来の
ナンバーを交換する場合は①～④まで用意してください。
①受付窓口にある申請書
②車体番号を証明するもの
③印かん
④現在のナンバープレート
手数料　無料
その他
・交換に伴い自賠責保険の変更手続きが必要となる場合があり
ます。加入している保険会社などへ確認してください。
・各ナンバープレートの１番は、４月１日午前８時30分から税務課
で受け付けを行い、抽選で決定します。
※各総合支所で１番の受け付けは行っていません。
・従来のナンバープレートも引き続き交付します。
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東京で
ふるさと交流会開催

１/22
（土）

１/27
（木）

西米良村ふるさと交流の会と菊池都市間交流の会会員

優勝した第 10分団

声援を受けながらスタートする選手たち

一斉にスタートする選手たち

泗水地区出身者や菊池市にゆかりのある首都圏在住者

たくさんの展示品が並び、その場で購入する人もいました ビデオ放映を交え真実を訴える講演に、参加者は深く聴き入っ
ていました

　姉妹都市である宮崎県西米良村から、交流団９人
が菊池市を訪れ、市内研修や市民との交流を深めま
した。菊池都市間交流の会が主催したもので、鞠智
城・増永城・軽トラ朝市を見学。メロンドームでの
イチゴ狩り体験では、イチゴ農家がない西米良の人
たちは、甘い香りが広がるハウスでうれしそうにイ
チゴ狩りを楽しんでいました。たまご庵では担当者
から企業理念やまちづくりについて研修を受け、大
勢のお客さんで活気ある店内を視察しました。

　新春恒例の大会は、七城総合グラウンド前をスタート・
七城総合支所前をゴールとする全14区間、28．8㎞のコー
スで行われました。各分団から12チームが参加し、沿
道の熱い声援を受けながらゴールまでタスキをつなぎま
した。上位の結果は、次のとおりです。（敬称略）
優　勝　第10分団、準優勝　第11分団、３　位　第
12分団、躍進賞　第７分団
最優秀選手賞　杉水幸綺乃 (第10分団 )
敢闘賞(最年少選手)　冨田大登(第３分団)、佐々和紀(第
４分団 )、古荘彩季 (第２分団 )、佐々夏来 (第４分団 )、
樺　妃咲 (第７分団 )、杉水幸綺乃 (第10分団 )
敢闘賞 (最年長選手 )　原　佑一 (第 10分団 )、坂井正
次 (第12分団 )、坂本妃都美 (第10分団 )

　旭志一周駅伝大会が、旭志総合支所前をスタート・ゴー
ルに、一般の部全14区間、子ども会の部全18区間の
総延長30ｋｍコースで行われました。旭志地域内の地
区や企業、地元子ども会から27チーム（一般の部19チー
ム・子ども会の部8チーム）が参加し、健脚を競いまし
た。選手たちは沿道からの熱い声援を受けながらタスキ
をつなぎ、ゴールを目指しました。上位の結果は次のと
おりです。（敬称略）
一般の部　優　勝　九州柳河精機（株）　準優勝　菊池
市役所　３　位　平走ろう会
子ども会の部　優　勝　旭野・新明Ａ　準優勝　旭野・
新明Ｂ　３　位　麓・護川Ａ
総合優勝　旭野・新明連合チーム

　孔子公園をスタート・ゴールに、全9区間33.24㎞の
コースであり、27チームが参加しました。上位の結果と、
区間賞は次のとおりです。（敬称略）
総合優勝（一般の部）　優　勝　北住吉、準優勝　永、
３　位　上住吉
総合優勝（オープンの部）　優　勝　菊池市陸協壮年、
準優勝　藤本ＡＢＣ、３　位　消防署
区間賞　一般の部　古荘公久、中川将吾、宮上徹也、甲
斐時男、古荘紘美、田代啓介、山本大地、山下　良、中
川弘行　オープンの部　西　一貴、二田水健太、富田浩
一、藤木清康、宮本　翔、荒木博光、田尻竜一、大村岩
四郎、三木正昭、中島　淳

　第21回東京泗水会総会が東京で開催され、泗水
地区出身者や菊池市にゆかりのある首都圏在住者が
集まりました。
　会場は、ふるさとでの昔の思い出話や、最近のふ
るさとニュースなどで大変盛り上がり、時間が経つ
ことを忘れるくらい楽しい雰囲気でした。
　特に、菊池市の特産品が当たるビンゴゲームでは、
泗水の養生市場から賞品が準備され、皆さんが思い
の品をめがけて、真剣に競いあっていました。

　授産施設などを利用する障がいを持つ人たちが製
作した商品などの展示・商談会が、菊池地域振興局
で開催されました。毎年県庁で行われていた展示会
を、各地の事業所にもっと商品を知ってもらえるよ
う振興局で開いたものです。当日は、菊池地域や阿
蘇市、西原村などの授産施設から、米粉パンや木工
製品、農作物などが出品されました。菊池市からは、
かもん・ゆーすと菊池ひまわりの会が参加しました。

菊池市女性の会チャリティー
初春のつどい開催

障がい者福祉施設等
展示・商談会

１/30
（日）

　第５回菊池市女性の会チャリティー初春のつどい
が、菊池市泗水ホールで開催されました。ビデオカ
メラマンで、日本アジアネットワーク代表の池間哲
郎さんが、「懸命に生きる人々～日本人こそ学んで
欲しい～」と題して講演を行いました。また、会員
の皆さんが日頃から取り組んでいる「マイバック推
進大作戦」のポイントシートをもとにお楽しみ抽選
会やチャリティ募金も行われました。

宮崎県西米良村から交流団が来菊
１/22（土）・23（日）１/23

（日）

１/23
（日）

２/６
（日）

第35回七城一周駅伝大会

第35回旭志一周駅伝大会（一般の部）・第45回くらだけ友の会
旭志一周駅伝大会（子ども会の部）

第37回泗水町内一周駅伝大会
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４
月
〜
平
成
24
年
３
月
の
国
民
年

金
保
険
料
の
月
額
は
、
前
年
度
よ
り

80
円
引
き
下
げ
ら
れ
、
１
５
、
０
２

０
円
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
長
い
加
入
期
間
中
に

は
、
病
気
や
け
が
、
失
業
な
ど
の
経

済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
支
払
う
こ

と
が
困
難
な
時
期
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
免
除
制
度
が

あ
な
た
の
年
金
を
守
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

・ 

収
入
が
少
な
く
生
活
に
困
っ
て
い
る

・ 

病
気
や
け
が
な
ど
で
経
済
的
に

困
っ
て
い
る

・ 

失
業
や
営
業
不
振
な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

申
請
方
法

　

免
除
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
国
民
年
金
の
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（
継
続
申
請
に
該
当
す

る
人
以
外
は
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
）
。
た
だ
し
、
申
請
さ
れ
て
も
所

得
審
査
に
よ
り
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

年
金
制
度
に
加
入
す
る
と
年
金
手

帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
年
金
手
帳
に

は
あ
な
た
の
基
礎
年
金
番
号
が
記
載

さ
れ
ま
す
。
加
入
す
る
制
度
が
変

わ
っ
て
も
同
じ
番
号
を
使
用
し
ま
す
。

年
金
請
求
の
時
に
は
も
ち
ろ
ん
、
就

職
時
や
加
入
記
録
の
照
会
の
際
に
も

必
要
で
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

予
約
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で
に
、

市
民
課
や
各
総
合
支
所
市
民
係
へ
基

礎
年
金
番
号
の
分
か
る
書
類
な
ど
を

持
参
し
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
日
は
、
市
民
課
窓
口
で
確
認

す
る
か
、
広
報
き
く
ち
「
行
事
予

定
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平成22年度熊本県農業
コンクール大会表彰

メリーホッパーズが
全国大会出場

１/９
（日）

２/３
（木）

２/６
（日）

左：有限会社ナガシオ長塩幸久
さん、涼子さん、右：ＮＰＯ法
人きらり水源村岩崎良美理事
長（左）、田添裕治さん（右） メリーホッパーズのメンバー

転がってくるボールを上手く取る方法など実践を交え説明する
上野選手

優勝した泗水ママのメンバー

　平成22年度熊本県農業コンクール大会入賞者の
表彰式が熊本市内のホテルで行われました。菊池市
からは、地域の酪農家と飼料作物の生産を受託する
組合を結成し、飼料自給率の向上や労働力の省力化
を図るなど、ゆとりある経営を実現している有限会
社ナガシオが経営体部門で優良賞を受賞しました。
また、廃校になった校舎を活用して、ＮＰＯ法人を
設立し、農作業体験による食育活動の推進や農業理
解活動に取り組むＮＰＯ法人きらり水源村が、食と
農部門で優良賞を受賞しました。

　第 38回バトントワリング全国大会が千葉幕張
メッセで開催され、バトンチームメリーホッパーズ
が九州代表として２年連続出場しました。今回は、
「翼をください」をテーマに、幅広い年齢層での参
加でしたが、演技の楽しさを伝えました。
　今後も、大会やイベントを通して、多くの人に感
動を与えられる演技が期待されます。

　女子ソフトボール北京オリンピック金メダリスト
の上野由岐子選手を招いて、ソフトボール教室が開
催されました。市内の小中学校や熊本市内から約
140人が参加しました。上野選手指導のもと、子
どもたちはストレッチやキャッチボールなどを練習
しました。上野選手は、「思いやりの気持ちを持っ
てプレーすること。これが積み重なってチームプ
レーができる」と実技を交えながら分かりやすく指
導していました。

　　　　　　　　　　　
プロの技を間近で体験

　第30回熊本県家庭婦人バレーボール会長杯大会
が、熊本県総合体育館で開催されました。菊池市か
らは、山下とき子さん、緒方いづみさん、三浦貴美
さん、管亜紀さんなどが所属する泗水ママが参加。
２日間にわたる激戦を勝ち抜き優勝しました。
　泗水ママは、３月に開催されるＮＨＫ杯へ出場し
ます。応援、よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　
高齢者へヨーガの指導

菊池市まちづくり生涯
学習フェスティバル開催

２/12
（土）

２/９
（水）

ヨーガを体験する参加者たち情熱にあふれる講演に会場の皆さんは深く聞き入っていました

　ボランティア団体シャンティ・ハートが、ボラン
ティア養成講座で、高齢者向けヨーガ教室を開きま
した。同団体は、平成20年から古代インド発祥の
健康法ヨーガを使った健康指導を行っています。菊
池老人福祉センターで開かれた教室には、約40人
が参加しました。転倒防止につながる手首や足首の
回転運動、腰の運動などを指導しました。

　菊池市まちづくり生涯学習フェスティバルが、菊
池市文化会館で行われ、市内外から約 1,500 人が
参加しました。各団体によるステージ発表では、練
習の成果を発揮した内容におしみない拍手が送られ
ました。また戦場カメラマン渡部陽一さんをお招き
し、「戦場からのメッセージをあなたに～ファイン
ダー越しに見た命の現場～」と題した講演会では、
多くの子どもたちが戦争の犠牲になっているという
事実に、参加者の多くが聞き入っていました。

国民年金情報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所市民係

国
民
年
金
の
保
険
料
の
支
払
い

は
一年
前
納
が
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

年
金
手
帳
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

社
会
保
険
出
張
相
談
は

予
約
制
で
す

国民年金保険料月額
１カ月 ６カ月 １年

現金支払（月々）
口座振替
（翌月末振替）

15,020円 90,120円 180,240円

現金支払（前納） － 89,390円 177,040円
割引額 － 730円 3,200円
口座振替
（当月末振替） 14,970円 89,820円 179,640円

割引額 50円 300円 600円

口座振替（前納） － 89,100円 176,460円
割引額 － 1,020円 3,780円

泗水ママが県大会で優勝
２/５（土）・６（日）
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健康だより

睡眠と健康

問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎0968（25）7219

広報きくち２月号では、睡眠時無呼吸症候群についてお伝
えしましたが、今回は元気な毎日を過ごすために睡眠と健
康について考えてみましょう。
睡眠時間は個人差はありますが、人生の約３分の１を占め
ます。そう考えると、随分の時間を寝て過ごしているとい
えます。しかし、「忙しくて思うように睡眠時間が取れない。
眠りが浅くて寝不足気味」と言われる人も多いようです。
睡眠は心と体の健康にとても大切なものです。健康な毎日
を過ごすために、快適な睡眠を取りたいものですね。

睡
眠
の
役
割

健
康
な
睡
眠
の
た
め
の
７
か
条

　(

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針)

①
体
と
脳
を
休
ま
せ
ま
す
。　

　

日
中
の
活
動
で
疲
れ
た
体
と
心
を

休
ま
せ
、
疲
労
回
復
に
よ
り
体
全
体

の
調
子
を
整
え
ま
す
。

②
成
長
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
ま
す
。

　

人
間
は
眠
っ
て
い
る
間
に
成
長
ホ

ル
モ
ン
が
活
発
に
分
泌
さ
れ
ま
す
。

成
長
ホ
ル
モ
ン
は
子
ど
も
が
成
長
す

る
た
め
に
必
要
で
す
が
、
大
人
に
も

重
要
な
も
の
で
す
。
成
長
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
に
よ
り
、
細
胞
を
再
生
し
た

り
、
痛
ん
だ
組
織
を
元
の
状
態
に
戻

そ
う
と
し
た
り
し
ま
す
。

③
免
疫
力
を
高
め
ま
す
。

　

人
間
は
睡
眠
中
に
免
疫
力
が
高
ま

り
、
病
気
を
治
そ
う
と
い
う
力
を
高

め
ま
す
。

①
快
適
な
睡
眠
で

　

い
き
い
き
健
康
生
活

　

快
適
な
睡
眠
は
、
疲
労
回
復
・
ス

ト
レ
ス
解
消
・
事
故
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。

生
活
習
慣
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

定
期
的
な
運
動
習
慣
は
熟
睡
を
も

た
ら
し
ま
す
。

・ 

朝
食
は
心
と
体
を
目
覚
め
さ
せ
る

た
め
に
重
要
で
す
。
夜
食
を
と
る

場
合
は
ご
く
軽
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

②
睡
眠
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、

　

日
中
元
気
は
つ
ら
つ
が

　

快
適
な
睡
眠
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

　

人
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
睡
眠
時

間
・
睡
眠
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
８
時

間
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。
寝
床
で
長
く

過
ご
し
す
ぎ
る
と
熟
睡
感
が
減
り
ま

す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
睡
眠
時
間
は

短
く
な
る
の
が
普
通
で
す
。

③
快
適
な
睡
眠
は
、
自
ら
創
り
出
す

　

夕
食
後
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
は
入

眠
を
妨
げ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
照

明
器
具
や
カ
ー
テ
ン
の
工
夫
に
よ
り

不
快
な
音
や
光
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

④ 

眠
る
前
に
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
法
、
眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み

が
頭
を
さ
え
さ
せ
る

　

軽
い
読
書
、
音
楽
、
香
り
、
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
、
自
分
に
あ
っ
た
方
法

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。
自
然

に
眠
た
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
就
き

ま
し
ょ
う
。
眠
ろ
う
と
意
気
込
む
と

か
え
っ
て
逆
効
果
で
す
。
入
浴
に
つ

い
て
は
、
ぬ
る
め
の
入
浴
が
寝
付
き

を
良
く
し
ま
す
。

⑤ 

目
が
覚
め
た
ら
日
光
を
取
り
入
れ

て
、
体
内
時
計
を
ス
イ
ッ
チ
オ
ン

　

同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床
し
ま
し
ょ

う
。
早
起
き
が
早
寝
に
通
じ
ま
す
。

休
日
に
遅
く
ま
で
寝
床
で
過
ご
す
と

翌
日
の
朝
が
つ
ら
く
な
り
ま
す
。

⑥
午
後
の
眠
気
を
や
り
す
ご
す

　

短
い
昼
寝
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。
長
い
昼
寝
や
夕
方
以
降
の

昼
寝
は
夜
の
睡
眠
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

⑦
睡
眠
障
害
は
、
専
門
家
に
相
談

　

睡
眠
障
害
は
「
体
や
心
の
病
気
」

の
サ
イ
ン
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
寝

付
け
な
い
・
熟
睡
感
が
な
い
・
充
分

眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
が
強
い
時
な

ど
は
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
睡

眠
中
の
激
し
い
い
び
き
、
足
の
む
ず

む
ず
感
、
歯
ぎ
し
り
も
要
注
意
で
す
。

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ

　

 

１
月
12
日
、
１
月

19
日
、
１
月
28
日
に

３
歳
児
健
診
が
あ
り

ま
し
た
。
歯
科
検
診

の
結
果
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
子
ど

も
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
家
族

ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
と
て
も

重
要
で
す
。
特
に
子
ど
も
が
磨
い
た

後
の
「
仕
上
げ
磨
き
」
が
大
切
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
甘
い
も
の
を
控
え
る
こ

と
、
歯
み
が
き
を
す
る
こ
と
、
歯
を

強
く
す
る
こ
と
、
定
期
健
診
を
受
け

る
こ
と
を
心
が
け
、
む
し
歯
ゼ
ロ
で

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
人
は
、
な

る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

植
田　

和
真 　
（
○菊　

西
正
観
寺
）

北
本　

陽　

 　
（
○菊　

高
野
瀬
）

黒
木
さ
や
か　

（
○菊　

高
野
瀬
）

白
坂　

直
大　

（
○菊　

片
角
）

谷
田　

妃
鞠　

（
○菊　

大
琳
寺
）

山
下　

莉
世　

（
○菊　

上
出
田
）

青
木　

大
門　

（
○旭　

川
下
）

斉
藤　

彩
夏　

（
○旭　

九
の
峰
）

山
東　

星
斗　

（
○旭　

新
明
団
地
）

野
口　

侑
雅　

（
○旭　

新
明
団
地
）

東　
　

優
希　

（
○旭　

伊
坂
）

勇
川　

満
帆　

（
○旭　

高
柳
）

有
浦　

巧
真　

（
○泗　

永
）

江
藤　

沙
花　

（
○泗　

田
島
団
地
）

北
川　

咲
海　

（
○泗　

富
の
原
西
）

後
藤　

璃
乃　

（
○泗　

福
本
一
）

土
棚　

麻
央　

（
○泗　

富
の
原
中
央
）

西
嶌　

千
愛　

（
○泗　

桜
山
七
）

林　

美
琴　
　

（
○泗　

富
出
分
）

福
光　

健
人　

（
○泗　

富
の
原
北
）

山
下　

奈
波　

（
○泗　

久
米
二
）

山
本　

湧　
　

（
○泗　

桜
山
三
）

献血にご協力をお願いします
と　き　３月23日（水）
　　　　午前９時30分～午前11時30分
　　　　午後０時30分～午後１時30分
ところ　 旭志公民館　　　
内　容　400ml献血
服薬について基準が若干変更になっており、
薬を飲んでいる人でも献血をお願いできる場
合があります。会場で医師が総合判断します。

「
下
痢
」　

　

今
回
は
、
よ
く
み
ら
れ
る
下
痢
の

対
応
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

下
痢
の
原
因

　

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の
感
染
症

に
よ
る
も
の
が
多
く
、
特
に
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
食
物

が
傷
み
や
す
い
初
夏
か
ら
夏
に
か
け

て
多
く
な
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
病
原

大
腸
菌
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
な
ど

の
細
菌
が
原
因
の
下
痢
、
ア
レ
ル

ギ
ー
や
不
適
切
な
食
事
（
脂
っ
こ
い

も
の
の
食
べ
過
ぎ
な
ど
）
に
よ
っ
て

お
こ
る
下
痢
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

流
行
時
期

　

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
感
染
性
胃

腸
炎
に
は
秋
口
か
ら
年
末
、
そ
し
て

２
月
頃
か
ら
春
先
に
か
け
て
２
回
の

発
生
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
年
末
の

胃
腸
炎
の
原
因
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
冬
か
ら
春
先
は

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
、
ア
デ
ノ

ウ
イ
ル
ス
は
年
間
を
通
し
て
流
行
し

ま
す
。

対
処
法

①
水
分
を
十
分
に
補
う
。

　

下
痢
で
水
分
が
多
く
失
わ
れ
る
の

で
水
分
を
十
分
補
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
乳
幼
児
用
イ
オ
ン
飲
料
や
湯
冷

ま
し
、
み
そ
汁
（
汁
の
み
）
な
ど
を

少
量
ず
つ
、
回
数
を
多
く
し
て
与
え

ま
す
。
乳
児
で
は
１
回
の
授
乳
時
間

を
短
く
し
て
回
数
を
多
く
し
て
あ
げ

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

下
痢
の
回
数
が
と
て
も
多
く
、
嘔

吐
も
伴
う
と
き
は
脱
水
症
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
脱
水
症
に
な
る

と
ぐ
っ
た
り
し
て
、
お
し
っ
こ
は
色

が
濃
く
、
量
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
場
合
は
点
滴
が
必
要
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

②
食
事

　

食
事
は
水
分
摂
取
と
同
様
、
下
痢

の
治
療
に
お
い
て
と
て
も
重
要
で
す
。

　

栄
養
面
を
心
配
す
る
あ
ま
り
、
下

痢
を
し
て
い
る
子
ど
も
に
お
粥
や
う

ど
ん
を
食
べ
さ
せ
た
と
い
う
話
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
ご
く
軽
症
の
下
痢

や
下
痢
の
回
復
期
で
あ
れ
ば
大
丈
夫

で
す
が
、
水
の
よ
う
な
便
の
場
合
に

は
、
腸
に
負
担
を
か
け
、
か
え
っ
て

回
復
を
遅
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

く
、
適
切
な
治
療
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

１
〜
２
日
食
事
が
と
れ
な
く
て
も
十

分
な
水
分
が
と
れ
て
い
れ
ば
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
食
事
は
な
る
べ

く
控
え
て
腸
を
休
ま
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
「
食
べ
さ
せ
て
元
気
に
し

て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
は
よ

く
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に

な
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
少
し
軟
ら
か
い
便

に
な
っ
て
き
た
ら
、
軟
ら
か
い
食
べ

物
か
ら
少
量
ず
つ
食
べ
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

③
お
薬

　

感
染
症
に
よ
る
下
痢
は
、
「
腸
に

た
ま
っ
た
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
を
体
外

へ
出
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
体
の
大

切
な
反
応
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
む

や
み
に
下
痢
止
め
の
薬
を
飲
ま
せ
な

い
ほ
う
が
よ
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

医
師
に
相
談
し
適
切
な
処
置
を
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
夏
場
に
多
く
な
る
細
菌

性
の
下
痢
の
多
く
は
食
事
が
原
因
で

起
こ
り
ま
す
。
生
も
の
の
調
理
に
使

用
し
た
調
理
器
具
（
包
丁
や
ま
な
板

な
ど
）
で
そ
の
ま
ま
生
野
菜
な
ど
を

扱
う
と
、
生
も
の
を
食
べ
て
い
な
く

て
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
調
理
器
具
の
衛
生
管
理
に
も
十

分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

菊
池
郡
市
医
師
会
会
員

　

宮
本
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
浩
光

子
ど
も
の
病
気
〜
い
ざ
と
い
う
時
〜

月：耳鳴りについて
火：薄毛、抜け毛の内服治療剤
　　について
水：おならについて
木：心をはぐくむ　むし歯予防
金：入浴中の突然死を予防しま
　　しょう
土/日：医療費助成が始まった
　　　　新しいワクチン

モシモシ
３月の 健康情報
096（385）3300（24時間）

「体内リズム」を整えよう
　私たちは一日を24時間として生活し
ています。しかし、人はもともと体の中に
「体内時計」という25時間のリズム周
期を持っており、一日の24時間とずれ
があります。そのため、毎日を規則正し
く生活することにより、体内リズム（体
に備わっている昼夜をつくる一日のリ
ズム）を整える必要があります。このこ
とは、健康な睡眠を取り入れることとも
深く関係しています。仕事などで不規
則な生活になる場合には、生活の中で
その人にあった工夫（睡眠時間を確保
する。食べやすい物を常備し、朝は朝食
を摂るなど）を
取り入れ、体内
リズムを整え
るよう心がけま
しょう。
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と し ょ だ よ り

ぶ ん げ い き く ち

新着・お薦め図書

渡辺海門さん（左）
宮本浩樹さん（右）
（菊之池小６年）

田村宙輝さん（左）
田中美沙希さん（右）
（菊之池小６年）

問い合わせ先

閉館日・閉室日

泗水図書館　　　  ☎0968（38）6866
中央公民館図書室　☎0968（25）1672
七城公民館図書室　☎0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎0968（37）3111　
                           　内線303

泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

※図書のイベント情報は、32ページの行事予定へ掲載しています。

中央公民館図書室の中で本の検
索ができるようになりました。
画面に触れるだけで操作ができ
ますので、ぜひお試しくださ
い！(中央公民館図書室)

耳より情報

注
文
の
多
い
料
理
店

風
の
又
三
郎　

宮
沢
賢
治 

作

宮
沢
賢
治 

作

　

ぼ
く
た
ち
の
お
す
す
め
す
る
本
は
、
宮
沢

賢
治
の
注
文
の
多
い
料
理
店
で
す
。
こ
の
本

は
、
宮
沢
賢
治
の
童
話
集
の
中
の
話
の
一
つ

で
す
。
こ
の
童
話
は
二
人
の
若
い
紳
士
が
山

で
迷
い
、
そ
の
山
の
中
で
西
洋
料
理
店
「
山

猫
軒
」
を
見
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
お
な
か
を
す
か
せ
て
い
た
二
人
は
、
喜

ん
で
店
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
入
り

口
か
ら
続
く
長
い
廊
下
を
歩
い
て
い
く
と
、

次
々
と
と
び
ら
が
現
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
と
び
ら
に
は
、
「
帽
子
と
外
套
と
靴
を

お
取
り
く
だ
さ
い
」
と
か
「
服
の
泥
を
落
と

し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
注
文

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最
後
の
と
び

　

私
た
ち
の
お
す
す
め
す
る
本
は
、
風
の
又

三
郎
で
す
。
こ
の
物
語
は
、
あ
る
少
年
「
又

三
郎
」
が
転
校
し
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
又
三
郎
が
何
か
を
す
る
と
、
雨
が

降
っ
た
り
風
が
吹
い
た
り
し
て
く
る
の
で
す
。

風
や
雨
を
あ
や
つ
る
こ
と
が
で
き
る
又
三
郎

の
こ
と
を
、
ク
ラ
ス
の
友
達
は
、
最
初
は
こ

わ
が
っ
た
り
不
思
議
に
思
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
寒
い
と
き
に
暖
か
い
風
を

吹
か
せ
、
暑
い
と
き
に
は
す
ず
し
い
風
を
吹

か
せ
て
く
れ
る
又
三
郎
と
、
友
達
は
だ
ん
だ

ん
な
か
よ
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
六
年
生
は
「
や
ま
な
し
」
を
学
習

し
た
後
で
、
宮
沢
賢
治
の
こ
と
を
調
べ
た
り

ら
の
前
に
立
つ
と
、
中
か
ら
何
や
ら
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
て
二
人

の
紳
士
は
大
変
な
こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。

　

こ
の
話
に
な
ぜ
、
「
注
文
の
多
い
料
理

店
」
と
い
う
題
を
つ
け
た
の
か
、
考
え
な
が

ら
読
む
と
お
も
し
ろ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

彼
の
書
い
た
本
を
読
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
宮

沢
賢
治
は
自
分
で
も
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
彼
は
農
業
に
と
っ
て
風
や
雨
は
敵

に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
自
由
に
あ
や
つ

り
た
い
と
考
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
又
三

郎
と
宮
沢
賢
治
の
生
き
方
を
重
ね
て
読
ん
で

み
る
と
、
ま
た
楽
し
め
ま
す
。

図書館のホームページができました
　菊池市図書館のホームページを開設しました。ホームペー
ジから泗水図書館・各公民館図書室の蔵書検索や開館情
報.イベントの確認などができます。随時、新着図書も紹介す
る予定です。自宅からも本の検索ができるようになりました
ので、ぜひご利用ください。
　市内には泗水図書館と中央・七城・旭志の公民館図書室が
あります。この機会にそれぞれの館に出かけてみませんか？
ホームページアドレス　www.kikuchi-lib.jp

おはなし講座（その３）
「お話・ストーリーテリングのたのしみ」
　今回のおはなし講座では、熊本の昔話絵本「ぼんさらや」の出版
や緑のリボン賞受賞などで活躍している志岐有子さんをお招きし
ます。
　文庫活動や読み聞かせ活動を続けていくことの大切さ、楽しみ
方などをテーマに講座を行います。気軽に参加してください。
と　き　３月19日（土）午前10時30分～
講　師　志岐有子さん　（泗水図書館）

今
年
こ
そ　
禁
酒
禁
煙
は
ま
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
原　
乗
仏

ゆ
く
ゆ
く
は　
白
寿
手
に
す
る
気
色
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

続　
　
義
昭

根
比
べ　
マ
マ
は
ど
っ
ち
に
な
び
く
ど
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
出　
水
光

ゆ
く
ゆ
く
は　
結
婚
さ
す
と
じ
ゃ
な
か
ろ

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
手
洗
三
代

正
直
者　
税
の
や
す
か
て
腹
か
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
隈　
好
茶

丸
も
う
け　
誤
診
で
お
り
た
ガ
ン
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
野　
本
六

の
ぞ
ま
れ
て　
同
居
し
た
つ
が
甘
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田　
明
徳

あ
た
し
だ
っ
て　
後
家
で
終
わ
る
て
思
と

ら
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
孝
幸

言
い
た
い
放
題　
嫁
は
黙
っ
て
聞
く
ば
か

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
レ
イ
コ

ま
が
い
も
ん　
フ
ッ
と
笑
わ
す
鑑
定
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
尻　
浩
風

新
年
や
プ
ラ
ス
思
考
で
八
十
路
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
本　
和
子

見
せ
合
ふ
て
互
ひ
に
笑
顔
初
み
く
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
丁　
義
昭

習
は
し
の
只
な
つ
か
し
き
寒
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山　
数
恵

祖
父
と
孫
共
同
作
業
の
雪
う
さ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本
ア
ツ
子

餅
つ
き
の
快
音
響
く
祖
父
母
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　
大
寿

灯
明
を
小
さ
く
点
し
ひ
と
り
ご
つ
か
く
ひ

そ
や
か
な
行
ひ
も
し
つ　
　

怒
留
湯
健
蓉

三
世
代
集
ひ
し
正
月
束
の
間
に　
た
だ
蝋

梅
の
香
が
残
る
の
み　
　
　

村
上
さ
き
江

幼
日
の
時
間
が
止
ま
っ
て
居
る
様
な
古
里

の
太
き
柿
の
裸
樹　
　
　
　

山
下　
菊
代

裸
眼
に
は
眩
し
き
今
日
の
雪
景
色
持
て
る

サ
ン
グ
ラ
ス
掛
け
て
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
代　
静
子

歩
き
出
す
ブ
レ
ー
キ
ア
ク
セ
ル
ま
ち
が
へ

ず
我
に
ま
だ
あ
る
夢
追
ひ
か
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
語
や
す
子

雪
つ
も
る
稀
な
る
元
朝
旗
揚
ぐ
る
我
生
か

さ
れ
て
卆
寿
を
迎
う　
　
　

松
岡
み
ち
え

婆
ち
ゃ
ん
に
逢
い
に
来
た
よ
と
帰
省
せ
し

孫
の
温
き
手
今
も
忘
れ
ぬ　

木
下　
陽
子

雪
つ
も
る
庭
に
数
本
万
両
の
深
紅
の
房
実

初
春
祝
う　
　
　
　
　
　
　

吉
間　
充
子

群
れ
な
し
て
川
面
に
顔
を
洗
う
鴨
ふ
と
い

さ
ぎ
よ
く
羽
ぶ
き
飛
び
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方　
寛
子

新
春
の
部
屋
を
華
や
ぐ
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
花

さ
な
が
ら
の
真
っ
赤
に
葉
の
燃
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
津　
凉
子

平
凡
な
生た
つ
き活

の
幸
を
忘
れ
ず
に
ま
た
新
し

き
年
に
向
は
む　
　
　
　
　

岩
木
タ
エ
子

元
旦
の
雪
積
む
庭
に
四
方
拝
世
の
禍
の
無

き
こ
と
願
ふ　
　
　
　
　
　

北
村　
玉
恵

霜
の
朝
植
ゑ
し
野
菜
を
見
に
行
き
て
伸
び

ゆ
く
様
に
力
湧
き
来
る　
　

中
村
ト
メ
子

夫
逝
き
し
彼
の
日
も
降
り
し
白
雪
の
積
み

て
悲
し
き
今
日
一
周
忌　
　

中
津　
ツ
ユ

古
の
春
日
祭
と
ふ
元
日
の
テ
レ
ビ
見
て
を

り　
し
み
じ
み
ひ
と
り　
　

中
原　
光
子

遠
望
の
重
な
る
峰
や
山
眠
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芹
川
の
り
子

寒
菊
や
守
り
暮
ら
す
も
老
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芹
川　
蓉
子

冬
晴
れ
や
大
阿
蘇
見
え
し
う
す
化
粧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
谷　
ミ
ネ

物
干
し
の
軒
端
照
ら
す
や
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
尾
ヨ
シ
コ

山
茶
花
の
垣
根
華
や
か
咲
き
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
芳
子

大
ど
ん
ど
火
炎
一
気
に
か
け
昇
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　
雅
子

少
年
の
夢
か
け
る
絵
馬
明あ
け
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
ま
つ
子

臘
梅
の
あ
ふ
れ
く
る
香
に
雲
晴
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冨
田　
幸
子

滝
凍
て
て
音
と
い
う
も
の
失
な
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

久
子

拝
殿
の
庇
よ
り
落
つ
霜
雫　

中
路　
郁
子

肥
後
狂
句
水
笑
会　
１
月
例
会

肥
後
狂
句
桜
会　
１
月
例
会

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　
１
月
例
会

菊
池
短
歌
会　
１
月
詠
草

七
城
短
歌
会　
１
月
詠
草

高
齢
者
大
学　
１
月
歌
会

旭
志
文
芸
俳
句
会　
１
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会　
１
月
句
会

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
き
く
ち
２
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
里
短
歌

会
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は
次
の
と
お
り

で
す
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　
山
城　
静
子

正　
山
城　
雅
子
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高
良
山
と
菊
池
氏

パ
ー
ト
２
シ
リ
ー
ズ
⑫ 

　

久
留
米
市
の
東
部
に
あ
る
高
良
山

は
、
私
の
学
生
時
代
に
よ
く
眺
め
て

い
た
懐
か
し
い
山
で
あ
る
。
そ
の
当

時
は
高
良
山
に
登
り
、
そ
こ
か
ら
久

留
米
市
街
を
眺
め
、
続
い
て
耳
納
連

山
を
縦
走
す
る
の
が
夢
で
あ
っ
た
。

今
思
え
ば
、
そ
の
頃
か
ら
高
良
大
社

の
歴
史
を
知
り
、
菊
池
と
の
関
係
が

深
い
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
さ
ぞ

お
も
し
ろ
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

高
良
山
の
頂
上
に
あ
る
高
良
大
社

は
、
一
昨
年
秋
に
創
建
１
６
０
０
年

の
御
神
期
祭
を
お
こ
な
っ
た
歴
史
の

古
い
神
社
で
あ
る
。
西
暦
３
９
０
年

に
没
し
た
初
代
玉た

ま
た
れ
の
み
こ
と

垂
命
は
、
九
州
古

代
王
朝
の
天
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
高
良
山
に
は
、
神こ

う
ご
い
し

籠
石
が

山
を
囲
ん
で
お
り
、
古
代
山
城
の
遺

跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

高
良
山
神
籠
石
は
、
一
個
が
１
ト
ン

も
あ
る
大
き
な
石
を
１
、
３
０
０
個

も
並
べ
て
山
城
を
囲
ん
で
い
る
。
か

な
り
の
勢
力
を
も
っ
た
者
で
し
か
で

き
な
い
工
事
で
あ
る
。

　

菊
池
武
光
公
が
、
１
３
５
９
年
７

月
懐
良
親
王
を
大
将
と
し
て
筑
後
川

で
少
武
頼
尚
と
戦
っ
た
。
こ
れ
が
日

本
三
大
合
戦
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る

大
保
原
合
戦
（
筑
後
川
の
戦
い
）
で
、

武
光
公
の
４
万
の
南
朝
軍
は
、
高
良

山
に
本
陣
を
お
い
て
少
武
頼
尚
の
率

い
る
北
朝
軍
６
万
と
戦
い
、
こ
れ
を

破
っ
て
九
州
を
制
覇
し
た
。
武
光
公

が
、
戦
い
終
え
て
豊
満
川
で
太
刀
を

洗
っ
た
こ
と
か
ら
「
太
刀
洗
」
の
町

名
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　

武
光
公
が
、
久
留
米
の
高
良
山
に

本
陣
を
お
い
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

高
良
山
が
筑
紫
平
野
を
見
渡
せ
る
絶

好
の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で

あ
ろ
う
が
、
こ
の
高
良
山
は
、
古
代

か
ら
九
州
の
中
心
地
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
高
良
山
の
麓
の
御

井
町
に
は
、
興
味
の
あ
る
史
跡
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
御み

い
で
ら

井
寺
、
愛あ
た
ご宕

神
社
、
御み

た
ら
い

手
洗
池
、
祇ぎ
お
ん
や
ま

園
山
古
墳
、

伊い
せ
お
ん
そ

勢
御
祖
神
社
な
ど
古
代
九
州
王
朝

に
関
す
る
史
跡
が
軒
を
並
べ
て
い
る
。

武
光
公
は
、
こ
の
古
代
九
州
王
朝
の

地
に
、
南
朝
の
旗
を
揚
げ
た
か
っ
た

の
で
あ
る
。
久
留
米
を
旅
行
す
る
機

会
が
あ
っ
た
ら
菊
池
市
民
と
し
て
見

学
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
「
古
代
ロ
マ
ン
シ
リ
ー

ズ
」
を
終
了
し
ま
す
。
２
年
間
に
わ

た
っ
て
本
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん
で
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

菊
池
の
古
代
史
研
究　

中
原　

英

七
城
中
学
校
１
年

　
　
　
　
　
　
岩
崎
匠
真
さ
ん

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
○       
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差
別
に
つ
い
て
学
習
し
て

　

ぼ
く
は
、
水
俣
に
行
っ
て
水
俣
病

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
水
俣
病
が

発
生
し
た
当
時
は
、
原
因
が
何
か
分

か
ら
ず
奇
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

う
つ
ら
な
い
病
気
な
の
に
う
つ
る
病

気
と
思
わ
れ
、
水
俣
病
患
者
の
人
た

ち
は
ひ
ど
い
差
別
や
偏
見
を
う
け
ま

し
た
。
ま
た
、
患
者
だ
け
で
な
く
患

者
の
家
族
や
親
せ
き
も
差
別
や
偏
見

を
う
け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
家
族
や

親
せ
き
は
、
水
俣
病
患
者
を
か
く
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
チ
ッ
ソ
工
場

が
流
し
た
工
業
排
水
の
中
の
メ
チ
ル

水
銀
が
原
因
と
分
か
り
ま
し
た
が
、

差
別
や
偏
見
は
続
き
ま
し
た
。
な
ぜ

原
因
が
分
か
っ
た
の
に
差
別
だ
け
が

続
く
の
か
、
お
か
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

ぼ
く
は
、
小
学
校
か
ら
差
別
に
つ

い
て
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は「
差
別
し
て
い
る
の
は
、
自
分
た

ち
」

「
差
別
す
る
の
は
、
人
を
尊
敬
し
て

い
な
い
か
ら
」

と
い
う
の
が
一
番
印
象
深
い
で
す
。

で
も
ぼ
く
は
、
あ
ま
り
人
権
学
習
に

は
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
興

味
を
持
っ
た
の
は
小
学
５
年
生
の
時
、

水
俣
病
の
学
習
を
し
た
時
で
し
た
。

で
も
ま
だ
そ
の
時
は
、

「
な
ぜ
差
別
す
る
の
か
」

「
差
別
し
て
い
い
こ
と
あ
る
の
か

な
」

と
思
う
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
見

学
旅
行
で
語
り
部
さ
ん
の
お
話
を
聞

い
て
、
差
別
の
お
か
し
さ
が
や
っ
と

分
か
り
ま
し
た
。
小
学
６
年
生
に

な
っ
て
部
落
差
別
に
つ
い
て
習
い
ま

し
た
。
部
落
差
別
は
、
一
人
に
差
別

す
る
の
で
は
な
く
そ
の
家
族
、
そ
の

地
域
が
差
別
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
ぼ

く
は
、
な
ぜ
差
別
を
す
る
の
か
が
そ

の
学
習
を
通
し
て
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
同
じ
人
間
な
の
に
、
身
分
を

分
け
て
考
え
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
人
を
尊
敬
し
合
っ
て
い
な
い

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
差
別
や
い
じ

め
を
し
て
も
何
も
い
い
こ
と
な
ん
て

な
い
の
に
、
な
ぜ
差
別
を
す
る
の
か

不
思
議
に
思
い
ま
す
。
で
も
だ
れ
が

差
別
を
し
て
い
る
の
か
を
部
落
差
別

で
考
え
る
と
差
別
を
受
け
て
い
る
部

落
の
ほ
か
の
人
た
ち
、
つ
ま
り
差
別

を
し
て
い
る
の
は
、
自
分
た
ち
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
差
別
す
る
の

は
自
分
た
ち
、
差
別
を
な
く
す
の
も

自
分
た
ち
だ
か
ら
、
自
分
だ
け
し
な

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
し
て
い
る

人
を
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
世
界
で
は
、
い
じ
め
や
差
別
で

自
殺
し
た
り
し
て
命
を
す
て
た
り
す

る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
最
初
は
、

小
さ
い
差
別
か
ら
大
き
な
差
別
に
な

り
最
後
に
は
命
を
う
ば
う
の
で
本
当

に
差
別
は
こ
わ
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
差
別
を
な
く
す
た
め
に
も
、
人

権
学
習
を
し
て
「
分
か
っ
た
。
分

か
っ
た
。
」
と
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
分
か
っ
た
こ
と
を
次
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
行
動
に

移
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
人
権
学
習
を
し
た

今
だ
け
で
な
く
、
将
来
に
受
け
つ
い

で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
差
別
を
す
る
人
が

一
人
で
も
少
な
く
な
り
、
一
人
で
も

多
く
の
人
が
い
や
な
思
い
を
し
な
い

よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

か
ら
「
差
別
す
る
の
は
自
分
た
ち
差

別
を
な
く
す
の
も
自
分
た
ち
」
と
い

う
こ
と
を
常
に
考
え
て
、
少
し
ず
つ

差
別
を
減
ら
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

人
権
標
語

整
え
よ
う

　

自
分
の
中
の　

身
な
り
か
ら

　菊
池
南
中
３
年　

渡
邊
竜
也
さ
ん

　

18
回
目
の
今
回
は
「
韓
国
に
あ
る
島
の

数
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

菊池市役所
国際観光マネージャー
金　相廷さん

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
⑱

こ
ん
に
ち
は
金キ
ム
で
す

　

最
近
、
朝
鮮
半
島
の
西
海
に
あ
る 

５
島
で
韓
国
と
北
朝
鮮
の
緊
張
が
続

い
て
い
る
が
、
韓
国
に
は
い
く
つ
島

が
あ
る
だ
ろ
う
か
？

　

三
面
が
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
韓
国

に
は
全
部
で
３
、
３
５
８
の
島
が
あ

る
と
言
う
。
人
の
住
む
有
人
島
が
４

８
３
、
無
人
島
は
２
、
８
７
６
で
あ

る
。
島
の
住
民
は
30
余
万
世
帯
で

１
０
０
余
万
人
と
推
定
さ
れ
る
。
ほ

と
ん
ど
の
島
は
海
岸
線
が
複
雑
な
西

海
と
南
海
に
集
中
し
て
い
る
。
西

海
５
島
は
北
朝
鮮
に
近
い
「
白
翎
島
、

大
青
島
、
小
青
島
、
延
坪
島
、
牛

島
」
を
指
す
。
行
政
区
域
上
で
は
仁

川
広
域
市
壅
津
郡
に
属
し
て
い
る
。

壅
津
郡
に
は
こ
れ
ら
の
島
を
含
め
、

１
０
０
（
無
人
島
74
個
）
の
島
が
あ

る
が
、
白
翎
島
は
韓
国
で 

17
番
目
に

大
き
い
島
だ
。

　

今
回
、
北
朝
鮮
か
ら
の
砲
撃
事
件

が
発
生
し
た
延ヨ

ン
ピ
ョ
ン
ド

坪
島
が
含
ま
れ
た
西

海
５
島
地
域
は
、
北
朝
鮮
が
北
方
境

界
線
を
認
め
な
い
こ
と
か
ら
、
南

北
間
の
衝
突
が
頻
繁
に
起
き
、
常

時
軍
事
的
緊
張
感
が
続
く
地
域
だ
。

２
０
１
０
年
３
月
、
哨
戒
艦
「
天

安
」
が
沈
没
し
た
所
も
白
翎
島
と
大

青
島
の
間
に
あ
る
N
L
L
南
側
の
海

上
だ
っ
た
。
１
、
２
次
延
坪
海
戦
が

発
生
し
た
場
所
も
延
坪
島
周
辺
の
海

だ
っ
た
。
こ
れ
ら
５
島
に
は
５
千
余

人
の
軍
隊
が
駐
屯
し
て
お
り
、
住
民

は
牛
島
を
除
い
た
４
島
に
８
千
余
人

が
住
ん
で
い
る
。

　

全
国
で
島
が
一
番
多
い
地
域
は
全

羅
南
道
の
新
安
で
、
無
人
島
９
３
１

個
を
含
め
、
１
、
０
０
４
個
の
島
が

あ
る
。
国
土
海
洋
部
（
日
本
の
国
土

交
通
省
）
は
２
０
０
７
〜
２
０
０
９

年
、
全
国
的
に
無
人
島
実
態
調
査
を

し
た
結
果
、
１
３
０
の
未
登
録
無
人

島
を
追
加
で
発
見
し
た
と
言
う
。
島

は
海
洋
領
土
の
境
界
を
決
め
る
の
に

非
常
に
重
要
な
の
で
、
韓
国
を
始
め

各
国
が
新
し
い
島
を
捜
し
出
す
た
め

に
努
力
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

無
人
島
は
韓
国
全
体
の
島
の
内

85
．７
%
を
占
め
圧
倒
的
に
多
い
。

だ
が
、
面
積
で
見
れ
ば
わ
ず
か 

2.0
％

の
76
．47
㎢
に
過
ぎ
な
い
。
無
人
島

の
約
半
分
の
１
、
４
７
８
個
が
国
・

公
有
地
だ
が
、
私
有
地
で
あ
る
島
も

１
、
３
９
８
個
に
な
る
と
言
う
。

　

か
つ
て
錦
繍
江
山
（
錦
繡
の
よ
う

に
美
し
い
自
然
の
こ
と
）
と
呼
ば
れ

た
朝
鮮
半
島
だ
が
、
い
つ
真
の
平
和

が
訪
れ
る
だ
ろ
う
か
。
不
安
な
中
で

の
生
活
が
続
く
。

菊
池
遺
産
認
定
証
交
付
式

認
定
さ
れ
た
菊
池
遺
産

シ
リ
ー
ズ
菊
池
遺
産
⑩
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

　

菊
池
遺
産
認
定
制
度
の
第
２
回
目

の
認
定
証
交
付
式
が
、
１
月
28
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
菊
池
遺
産
認
定
審

査
会
の
審
査
を
経
て
認
定
と
な
っ
た

17
件
に
対
し
て
、
福
村
市
長
が
認
定

証
を
交
付
し
ま
し
た
。
次
回
か
ら
菊

池
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
た
も
の
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
遺
産

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

１
号

　

市
野
瀬
祝
谷
観
音
堂
（
市
野
瀬
区
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

２
号

　

上
町
皇
大
神
宮
（
お
伊
勢
さ
ん
）

　

 

（
菊
池
市
御
所
通
り
景
観
形
成
協

議
会
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

３
号

　

松
月
山　

薬
師
堂
（
藤
田
区
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

４
号

　

土
阿
弥
陀
堂
（
今
区
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

５
号

　

宝
永
隧
道
（
今
村
マ
ブ
）

　

（
宝
永
隧
道
管
理
委
員
会
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

６
号

　

赤
星
井
手
（
赤
星
区
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

７
号

　

東
山
公
園
（
上
木
庭
区
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

８
号

　

西
郷
南
州
先
生
祖
先
発
祥
の
地

　

（
西
郷
区
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

９
号

　

法
蔵
さ
ん
（
高
田
区
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

10
号

　

大
元
帥
陛
下
御
駐
輦
之
地

　

（
小
野
崎
区
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

11
号

　

 

鞍
嶽
山　

善
光
寺
（
湯
の
山
薬

師
）
と
五
輪
塔
（
平
区
）

・
第
ふ
る
さ
と
H
22-

12
号

　

菊
池
隆
定
公
墓
（
上
水
次
区
）

特
別
遺
産

・
第
特
別
H
22-

１
号

　

菊
池
渓
谷
（
菊
池
観
光
協
会
）

・
第
特
別
H
22-

２
号

　

 

高
架
水
槽
（
花
房
飛
行
場
の
戦
争

遺
産
を
未
来
に
つ
た
え
る
会
）

・
第
特
別
H
22-

３
号

　

 

将
軍
木
と
頓
宮
（
菊
池
市
御
所
通

り
景
観
形
成
協
議
会
）

・
第
特
別
H
22-

４
号

　

清
水
川
（
湧
水
地
）
（
雪
野
区
）

・
第
特
別
H
22-

５
号

　

神
尾
城
址
（
上
水
次
区
）

菊池遺産認定交付式では、認
定された菊池遺産の推薦団体
代表へ、福村市長から認定証
が交付されました。

趣味の会・道楽窯作品展示会
菊池退教協　松本英雄
期間：３月29日（火）～４月10日（日）
道楽窯では、定年退職した人たちが集
まって、好きなように焼き物を作って
楽しむひと時を過ごしています。

絵手紙教室、一年間の歩み
夢美会　村川尚子
期間：３月15日（火）～３月27日（日）
季節の草花や野菜など、身近な物に小さな感動を頂きながら絵
手紙を書いています。ぜひお仲間になりませんか？

わいふ一番館だより問い合わせ先
わいふ一番館　☎0968（24）6630
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公
共
事
業
入
札
の
公
表

パ
ー
プ
ル
ダ
イ
ヤ
ル

性
暴
力
や
Ｄ
Ｖ
相
談
電
話

相
談

軽
自
動
車
の
廃
車
・
変
更
・

移
転
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

確
定
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
携
帯
電
話
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
解
除
は
危
険
！

熊
本
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

菊
池
市
更
生
保
護
女
性
会

　

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
）
と
麻
疹
・
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
お
済
み
で
す
か
？

　

接
種
期
限
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
体
調
の
良
い
時

期
に
、
な
る
べ
く
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

接
種
期
限　

３
月
31
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
９

　

提
出
は
便
利
な
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
、

納
税
は
安
心
・
便
利
・
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
税
務
署
員
を
装
っ
た
「
振
り

込
め
詐
欺
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
税

務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間

　

３
月
15
日
（
火
）
ま
で

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※ 

土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。
た
だ

し
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送
信
、
郵

送
、
税
務
署
の
時
間
外
収
受
箱
へ

の
申
告
書
提
出
は
可
能
で
す
。

申
告
会
場　

菊
池
税
務
署

申
告
と
納
付
期
限

・
所
得
税
、
贈
与
税

　

３
月
15
日
（
火
）

・
消
費
税
、
地
方
消
費
税

　

３
月
31
日
（
木
）

振
替
納
税
日
（
口
座
引
き
落
と
し
日
）

・
所
得
税　

４
月
22
日
（
金
）

・
消
費
税
、
地
方
消
費
税

　

４
月
27
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
２
１
２
１

　

毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ

て
い
る
軽
自
動
車
（
バ
イ
ク
や
農
耕

作
業
用
車
両
も
含
む
）
に
、
そ
の
年

の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

　

車
両
が
な
か
っ
た
り
使
用
し
て
い

な
い
場
合
も
、
廃
車
手
続
き
を
し
て

い
な
い
と
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
車
両
が
あ
り
ま
し
た
ら

す
み
や
か
に
廃
車
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
の
変

更
登
録
、
所
有
者
の
名
義
が
変
わ
っ

た
場
合
の
移
転
登
録
手
続
き
は
、
15

日
以
内
に
行
う
よ
う
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
怠
る
と

罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

軽
二
輪
、
軽
三
輪
、
軽
四
輪

　

熊
本
県
軽
自
動
車
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
６
９
）
７
９
２
０

自
動
車
二
輪
車

　

九
州
運
輸
局
熊
本
運
輸
支
局

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
６

50
㏄
〜
１
２
５
㏄
バ
イ
ク
、
農
耕
作

業
用
車
、
ミ
ニ
カ
ー

　

税
務
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
６

　

平
成
23
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
加
入
受
付
が
３
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
万
一
の
ケ
ガ
に
備
え
て
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

　

団
体
活
動
を
行
う
５
人
以
上
の
人

た
ち
で
加
入
で
き
ま
す
。
団
体
で
の

活
動
中
や
往
復
中
の
事
故
を
補
償
し

ま
す
。
保
険
の
内
容
は
傷
害
保
険
・

賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用

保
険
が
あ
り
ま
す
。
掛
金
は
中
学
生

以
下
が
年
額
６
０
０
円
か
ら
で
、
高

校
生
以
上
は
活
動
内
容
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
２
１
３
）
９
０
１
５

　

携
帯
電
話
を
使
っ
た
犯
罪
に
子
ど

も
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も

の
９
割
は
、
携
帯
電
話
の
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
解
除
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
購
入
す
る

家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
買

い
与
え
る
時
が
重
要
で
す
。
18
歳
未

満
が
購
入
す
る
時
に
は
、
原
則
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
設
定
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
子

ど
も
の
身
を
守
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
理
解
さ
せ
、
解
除
し
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
教
育
庁
教
育
政
策
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
６
７
４

　

内
閣
府
で
は
、
配
偶
者
な
ど
か
ら

の
暴
力
や
性
暴
力
被
害
者
を
対
象
に
、

原
則
24
時
間
の
電
話
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
被
害
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
、
相
談
者
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。
ま
た
被
害
を
受
け
て

い
る
家
族
・
友
人
か
ら
の
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
期
間　

３
月
27
日
（
日
）
ま
で

相
談
時
間

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
性
暴
力

被
害
に
関
す
る
相
談

　

24
時
間
対
応

外
国
人
相
談

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

※ 

英
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
タ
イ
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

通
話
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

パ
ー
プ
ル
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
（
９
４
１
）
８
２
６

　

下
水
道
料
金
が
「
人
数
に
よ
る
定

額
制
」
の
家
庭
は
、
人
数
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
下
水
道
料
金
が
変
更

に
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
長
期
入
院

や
単
身
赴
任
な
ど
で
住
民
票
を
異
動

し
な
い
人
数
の
変
更
は
、
確
実
に
届

出
て
く
だ
さ
い
。
届
出
に
は
、
期
間

を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。
料

金
は
、
手
続
き
完
了
の
翌
月
以
降
を

対
象
に
変
更
し
ま
す
。

　

連
絡
が
な
い
場
合
は
下
水
道
料
金

が
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
市
下
水
道
課

（
浄
水
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
４

　

任
期
満
了
（
４
月
29
日
）
に
よ
る

熊
本
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
。

投
票
日　

４
月
10
日
（
日
）

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

告
示
日　

４
月
１
日
（
金
）

立
候
補
受
付
時
間
・
場
所

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
10
時

　

菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

・
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

菊
池
市
役
所
２
階
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
さ
れ
る
時
は
、
公
職
選
挙

法
な
ど
に
規
定
さ
れ
た
各
種
の
届
出

書
類
が
必
要
で
す
。
ま
た
選
挙
の
際

は
選
挙
運
動
や
収
支
報
告
な
ど
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
立
候
補
予
定
者
の
届
出
事
務

説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
関
係
者

（
立
候
補
予
定
者
、
総
括
主
宰
予
定

者
、
出
納
責
任
予
定
者
）
は
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
９
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時

と
こ
ろ

　

熊
本
県
庁
本
館
地
下
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
０
４

　

菊
池
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
１

　

菊
池
市
更
正
保
護
女
性
会
は
、
犯

罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
立
ち

直
り
支
援
を
行
う
団
体
で
す
。
同
会

は
昭
和
31
年
に
発
足
し
、
女
性
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
犯
罪
予
防
活
動
、

子
育
て
支
援
、
青
少
年
の
健
全
育
成

や
更
正
保
護
の
心
を
広
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
更
正
保
護
施
設
熊
本
自
営

会
を
訪
問
す
る
な
ど
、
犯
罪
や
非
行

に
陥
っ
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
支
援

を
行
い
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
菊
池
市
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
２

お
知
ら
せ

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
七城総合支所　☎0968（25）1000
旭志総合支所　☎0968（37）3111
泗水総合支所　☎0968（38）2112

二
種
混
合
と
麻
疹
・
風
し
ん

の
予
防
接
種
の
接
種
期
限
が

せ
ま
っ
て
い
ま
す

家
庭
の
人
数
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
下
水
道
料
金
が
変

更
さ
れ
ま
す

いすに座ってできるきくちゃん体操24
整理体操・道具なし編
　筋力トレーニング後は必ず整理体操を行います。体操は10
秒間を１回とします。必ず声を出して数えます。
効果のある筋肉　おなかの筋肉・背中の筋肉
効　果
・お腹や背中の筋肉が伸ばされます。
・左右バランスよく座ることが
　できるようになります。
・体の動きが楽になります。
　（寝返り・起き上がりなど）
注意点
・首は体と同じ方向を向きます。
・腰をひねりすぎないようにします。
・足首は正面を向いたまま、
　体だけをねじりましょう。
　「いすに座ってできるきくちゃん体操指
導者マニュアル」より抜粋。
問い合わせ先
　生きがい推進課包括支援係　
☎0968（25）7216

足をしっかり床につけ、
腰を伸ばします。片方
の手で背もたれをつか
み、もう片方の手で太
ももの外側を押さえ、
体をひねります。終わっ
たら体を正面にします。
左右1回ずつ行います。

●入札 (開札 ) 日：１月 20日（木）   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                        　     　（税込・円）
件　名 工事

場所 落札者 落札額（税込・円） 落札率 指名
業者数

事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 22年度吉富地区（213-1 ～ 214-4）築造工事 泗水町吉富 ㈲成信建設 14,700,000 99.0% 9 下水道課14,848,050
平成 22年度七坪地区配水管布設工事 西迫間外 ㈲赤星設備 14,868,000 97.4% 10 水道局15,257,550
平成 22年度岩下（市野瀬）地区配水管布設工事 市野瀬 ㈲本藤設備 24,885,000 95.0% 10 水道局26,187,000
●入札 ( 開札 ) 日：１月 28日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                         　（税込・円）

件　名 工事
場所 落札者 落札額（税込・円） 落札率 指名

業者数
事業
担当課予定価格（税込・円）

平成 22年度亘ポンプ場高圧受電設備改修工事 亘 電子技術応用㈱ 15,897,000 95.0% 7 水道局16,735,950
平成 22年度大琳寺配水池自家発電装置改修工事 大琳寺 宮本電気工事㈱ 21,525,000 95.6% 7 水道局22,513,050
平成 22年度旭志北部地区簡易水道事業実施設計業務委託 旭志弁利 三共コンサルタント

㈱菊池営業所
23,940,000 96.9% 10 水道局24,697,050

予防接種名 対象者 接種料金

麻しん・
風しん

第1期 生後12カ月～24カ月未満

11，500円
第2期 平成16年４月２日

～平成17年4月1日生まれ

第3期 平成9年4月2日
～平成10年4月1日生まれ

第4期 平成4年4月2日
～平成5年4月1日生まれ

二種混合 11歳～13歳未満　 3，700円

※自己負担０円
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受
付
期
間　

４
月
１
日(

金)

　
　
　
　
　

〜
４
月
28
日(

木)

対
象
者

① 

菊
池
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て

い
る
人
、
１
年
以
上
在
住
し
て
い

る
人
の
子

　

働
く
皆
さ
ん
の
教
養
や
知
識
を
高

め
る
機
会
づ
く
り
と
し
て
、
教
養
講

座
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
菊
池
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
を
利
用
し
て
、
講
座
・
ク

ラ
ブ
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
講
座
・
ク
ラ
ブ
以
外
に
も
、

活
動
場
所
を
探
し
て
い
る
な
ど
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

月
・
火
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

と
こ
ろ

　

菊
池
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
座
・
ク
ラ
ブ

・ 

月
曜　

ペ
ン
習
字
講
座
、
バ
ド
ミ

統
計
調
査
員
の
役
割

　

各
種
行
政
施
策
の
立
案
に
必
要
な

基
礎
資
料
を
得
る
た
め
に
統
計
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
は
、
日
本
で

一
番
大
き
な
統
計
調
査
で
あ
る
「
国

勢
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
計
調
査
員
は
、
各
種
統
計
調
査

に
お
い
て
調
査
区
の
確
認
や
地
図
の

作
成
、
調
査
票
の
配
布
・
回
収
な
ど

を
行
い
ま
す
。
調
査
方
法
は
統
計
調

査
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

統
計
調
査
員
登
録
制
度

　

本
市
に
は
、
統
計
調
査
員
登
録
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
あ
ら
か
じ

め
統
計
調
査
員
と
し
て
継
続
的
に
協

力
で
き
る
意
志
の
あ
る
人
を
登
録
し

て
お
く
も
の
で
す
。
各
種
統
計
調
査

が
実
施
さ
れ
る
と
き
は
優
先
的
に
選

任
し
ま
す
。
統
計
調
査
員
確
保
の
円

滑
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
す
。

登
録
条
件　

統
計
調
査
員
登
録
の
条

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、

統
計
調
査
に
対
す
る
意
欲
が
あ
れ
ば

こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
原
則
と
し
て
20
歳
以
上

・ 

熱
意
と
責
任
を
持
っ
て
調
査
員
事

務
が
で
き
、
調
査
員
事
務
打
ち
合

わ
せ
会
な
ど
に
出
席
で
き
る
人

・ 

調
査
活
動
に
熱
意
を
持
っ
て
従
事

で
き
る

・
調
査
を
最
後
ま
で
貫
徹
で
き
る
健

　

康
や
体
力
に
自
信
が
あ
る

・ 

調
査
上
知
り
得
た
情
報
の
秘
密
保

持
に
責
任
を
持
て
る

・ 

税
務
・
警
察
事
務
に
従
事
し
て
い

な
い
、
報
道
関
係
で
な
い
、
興
信

所
な
ど
に
勤
務
し
て
い
な
い
、
選

挙
運
動
に
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い

そ
の
他

・ 

登
録
調
査
員
が
各
種
統
計
調
査
の

調
査
員
に
任
命
さ
れ
た
場
合
、
そ

の
期
間
は
非
常
勤
の
公
務
員
と
な

り
ま
す

・ 

調
査
活
動
に
応
じ
調
査
員
報
酬
が

支
給
さ
れ
ま
す

・ 

調
査
活
動
中
の
事
故
は
公
務
災
害

補
償
の
認
定
対
象
と
な
り
ま
す

申
込
方
法

　

企
画
振
興
課
に
申
込
用
紙
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
事
前
に
電
話
連
絡
し

て
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
調
査
の
内
容
や
統
計
調
査

員
登
録
制
度
に
つ
い
て
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
振
興
課
広
報
統
計
係

　
☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
０

ン
ト
ン
講
座
、
３
B
体
操
講
座
、

茶
道
講
座
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

・ 

火
曜　

料
理
教
室
講
座
、
華
道
講

座
（
池
坊
）

・
水
曜　

ア
ロ
マ
ヨ
ガ
講
座
、
料
理

　

教
室
講
座

・ 

金
曜　

華
道
講
座
（
小
原
流
）
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ

そ
の
他

・ 

講
座
を
利
用
す
る
人
は
、
年
会
費

や
保
険
料
が
必
要
で
す
。

・ 

内
容
に
よ
っ
て
は
、
材
料
費
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

菊
池
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
１
０
４
４

※
平
日
午
後
４
時
〜
午
後
９
時
の
み

　

社
会
体
育
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
３
４

　

菊
池
都
市
間
交
流
の
会
で
は
、
宮

崎
県
西
米
良
村
（
姉
妹
都
市
）
や
岩

手
県
遠
野
市
（
友
好
都
市
）
と
の
交

流
、
菊
池
市
の
文
化
や
歴
史
を
楽
し

く
学
ぶ
「
き
く
ち
楽
習
大
学
」
な
ど

を
企
画
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
交
流
や
文
化
交
流
な
ど
幅
広

い
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　

１
、
０
０
０
円

応
募
締
切　

４
月
15
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

国
際
交
流
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
５
２

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
学

校
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　

〜
４
月
８
日
（
金
）

第
一
次
試
験　

５
月
15
日
（
日
）

　

受
験
資
格
や
手
続
き
な
ど
の
詳
細

は
、
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部

人
事
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
９
８
０
０

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

高
齢
者
の
健
康
・
い
き
が
い
づ
く
り

を
目
的
に
、
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
５
月
22
日(

日
）

競
技
種
目

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル

フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣

道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な

た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

参
加
資
格　

平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
で
60
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
健
康

マ
ラ
ソ
ン
の
女
子
に
つ
い
て
は
50
歳

代
も
可
。

参
加
費

　

個
人
競
技　

一
人
５
０
０
円

※ 

団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

３
月
22
日
（
火
）

申
込
方
法

　

生
き
が
い
推
進
課
に
置
い
て
あ
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
に
な
り
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３

② 

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
、
各
種

専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

③
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人

④ 

日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
奨
学

金
の
支
給
や
貸
付
け
を
受
け
て
い

な
い
人

　

詳
し
い
内
容
は
、
広
報
き
く
ち
２

月
号
26
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

学
校
教
育
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
7
2
3
0

　

各
教
育
委
員
会
分
室
教
育
課

と
　
き　

３
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

〜
３
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

※
土
曜
日
、
日
曜
日
除
く
。

と
こ
ろ　

徴
税
課

※ 

各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
て
い
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

徴
税
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
０
８

市
民
の
広
場

泗
水
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
20
回
定
期
演
奏
会

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
泗

水
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会
。

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
20
回
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

も
毎
日
頑
張
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

３
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ

　

菊
池
市
泗
水
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

泗
水
中
学
校
（
森
田
）

　

☎
０
９
６
８
（
38
）
２
４
５
０

菊
池
南
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
25
回
定
期
演
奏
会

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
、

ど
な
た
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

菊
池
南
中
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
南
中
学
校
（
原
田
）

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
２
２
３
９

第
３
回
菊
池
市
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
者
募
集

と　

き　

３
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

開
会　

午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ　

久
木
野
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

対
象
者　

菊
池
市
に
在
住
す
る
人
、

菊
池
市
内
の
職
場
に
勤
め
て
い
る
人

（
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
初
心
者
大

歓
迎
で
す
）

参
加
料　

一
人
５
０
０
円

申
込
期
限　

３
月
13
日
（
日
）

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

菊
池
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
（
倉
永
）

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
３
７
４
４

B
E
T
U
T
I
F
U
L　

R
O
C
K

（
魂
）
S
H
O
W
「
孤
独
と
絆
」

　

城
山
公
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

３
月
20
日
（
日
）

と
こ
ろ　

菊
池
市
民
広
場
（
雨
天
時

は
菊
池
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

入
場
料　

無
料

出　

演　

T
H
E 

H
E
A
T　

ｂ

ｅ
ｅ
１
９
７
、
Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ　

Ａ
Ｃ
Ｔ
、

Ｔ
ｈ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ　

Ｇ

ａ
ｔ
ｅ
ｓ
、
Ｌ
ｉ
ｌ
ａ
ｃ
、
肥
後
椿

二
重
奏
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
平
田

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｂ
Ｒ
Ｓ
実
行
委
員
会
（
赤
星
）

☎
０
９
０
（
９
５
６
９
）
４
９
８
７

第
12
回
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会

　

互
い
に
親
睦
を
深
め
、
健
康
的
で

楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

３
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

菊
池
市
総
合
体
育
館

ラ
ン
ク
別

　

ダ
ブ
ル
ス
（
小
学
生
以
上
）

参
加
費　

４
、
０
０
０
円
（
１
組
）

申
込
期
限　

３
月
５
日
（
土
）

　

申
込
用
紙
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

合
資
会
社
ナ
カ
ガ
ワ
（
中
川
）

　

☎
０
９
６
８(

25
）
２
７
０
７

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

申
請

募
集

菊
池
都
市
間
交
流
の
会

会
員
募
集
！

広
い
海
を
舞
台
に

海
上
保
安
官
募
集

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
参
加
者
募
集

菊
池
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

利
用
者
募
集

統
計
調
査
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

西米良村から講師を招いて「ほおずき
アート作り」をしました

菊池わいふのひなまつり
期間：～３月21日（祝）
期間中、さまざまな催しがありますのでぜひお出かけください。
※菊池わいふのひなまつり開催期間中、常設展は開いていませ
　ん。
菊池市合同絵画展
期間：３月24日（木）～４月３日（日）
開館時間　午前９時～午後６時

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

菊池夢美術館情報
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講
習
・
講
演

菊
池
千
年
風
土
と
ま
ち
そ
だ

て
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す

私たちは 姉 妹

　城
じょう
　聖

せい ら
羅ちゃん

（１歳 ○菊　東正観寺）
  父：俊之さん　母：聡子さん

り
り
か
お
姉
ち
ゃ

ん
大
好
き
。い
っ
ぱ

い
遊
ぼ
う
ね
。

　城
じょう
　凜

り り か
々香ちゃん

（３歳 ○菊　東正観寺）

木
庭
じ
い
ち
ゃ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
大
好
き
。

Ｈ20年
３月24日
生まれ

Ｈ22年
３月７日
生まれ

　

中
町
団
地
（
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
）
で
１
戸
空
室
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

住　

所　

菊
池
市
隈
府
86
番
地

　

中
町
団
地
７
Ａ
棟
４
０
２
号

規　

格

　

中
層
耐
５
階
建
て
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家　

賃　

５
５
、
０
０
０
円

対
象
者　

①
〜
⑤
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人
が
対
象
で
す
。

① 

自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必

要
と
し
て
い
る
者
で
、
持
ち
家
が

な
い
。

② 

現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
な

い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
者
や
婚
約
者
を
含

む
）
が
あ
る
。

③ 

入
居
申
し
込
み
を
し
た
日
に
お
け

る
月
額
所
得
の
合
計
が
15
万
８
千

円
以
上
48
万
７
千
円
以
下
で
あ
る
。

※ 

月
額
所
得
の
算
定
は
、
収
入
や
家

族
構
成
を
も
と
に
計
算
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

④
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
。

⑤ 

入
居
申
込
者
や
同
居
す
る
親
族
な

ど
が
暴
力
団
員
で
な
い
。

申
込
期
限　

３
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　

〜
３
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時
必
着

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

人
事
院
九

州
事
務
局
第
ニ
課
試
験
係

　

☎
０
９
６
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

九
州
大
学
と
の
連
携
事
業
に
よ
り

行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。
菊
池
市
の
千
年
の
風

土
に
埋
も
れ
眠
れ
る
ま
ま
の
魅
力
資

源
と
も
言
え
る
価
値
を
分
か
り
や
す

く
顕
在
化
さ
せ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
開

催
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
13
日
（
日
）

　
　
　
　

正
午
〜

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内　

容

・
菊
池
世
間
遺
産
パ
ネ
ル
展
示

・ 

基
調
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
菊
池
千
年

風
土
と
ま
ち
そ
だ
て
」

・
次
世
代
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

　

ン
「
菊
池
千
年
風
土
時
空
探
検
隊
」

・ 

食
の
交
流
会
（
地
元
食
材
に
よ
る

無
料
昼
食
会
）

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
整
備
課

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
２

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
認
知

症
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域

で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か

け
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

３
月
15
日
（
火
）

　

午
後
２
時
〜
１
時
間
30
分
程
度

と
こ
ろ

　

菊
池
市
福
祉
会
館
２
階
大
研
修
室

　

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
」
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
１
６

対
象
者　

一
般
社
会
人
で
、
学
習
意

欲
が
あ
り
、
１
年
間
を
通
じ
て
聴
講

が
で
き
る
人

授
業
内
容　

キ
ク
作
り
と
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
、
花
壇
用
花
苗
、
鉢
物
の
栽
培

聴
講
料　

６
、
４
０
０
円

募
集
期
間　

３
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　

〜
３
月
14
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
菊
池
農
業
高
等
学
校

　

☎
０
９
６
８
（
38
）
２
６
２
１

受
付
期
間

①
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

　

４
月
１
日
（
金
）
〜
４
月
８
日（
金
）

②
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

　

４
月
11
日（
月
）
〜
４
月
20
日（
水
）

受
験
資
格

① 

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

② 

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

①
、
②
共
通

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
大
学
を
卒
業
・
卒
業
見
込
み
・
人

事
院
が
同
等
と
認
め
る
人

受
験
案
内
の
請
求
方
法　

請
求
す
る

試
験
名
を
朱
書
き
し
た
封
筒
に
、
宛

先
、
請
求
試
験
名
を
記
入
し
た
返
信

用
封
筒
（
角
形
２
号
・
１
４
０
円
分

の
切
手
を
貼
る
）
を
同
封
し
、
郵
送

そ
の
他

・ 

申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選
で
入

居
者
を
決
定
し
ま
す

（
申
込
者
に
別
途
通
知
）

・ 

申
込
書
な
ど
必
要
書
類
に
虚
偽
の

申
告
が
あ
っ
た
場
合
、
入
居
決
定

を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳

し
い
内
容
は
、
広
報
き
く
ち
12
月
号

25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
係

　

☎
０
９
６
８
（
25
）
７
２
４
３

　松
まつでら
寺　正

まさちか
親くん

（２歳 ○菊　立町）
  父：盛親さん　母：文恵さん

Ｈ21年
３月16日
生まれ

　緒
おがた
方　琴

ことね
子ちゃん

（３歳 ○菊　立石）
  父：文一さん　母：芳子さん

よ
う
ち
え
ん
で

が
ん
ば
っ
て
る
よ
♡

Ｈ20年
３月24日
生まれ

　野
のなか
中　日

ひ な
愛ちゃん

（３歳 ○七　砂田西団地）
  父：大嗣さん　母：まゆみさん

み
ん
な
、こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
あ
そ
ん
で

ね
♡

Ｈ20年
３月13日
生まれ

　松
まつだ
田　朋

ともこ
子ちゃん

（１歳 ○菊　花房台）
  父：成和さん　母：理惠さん

パ
パ
♡

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♡

Ｈ22年
３月11日
生まれ

　坂
さかざき
﨑　未

み な
奈ちゃん

（２歳 ○泗　富の原一）
  父：功英さん　母：美佳さん

Ｈ21年
３月２日
生まれ

　荒
あらき
木　ねね佳

か
ちゃん

（２歳 ○菊　東原）
  父：敏雄さん　母：智香子さん

Ｈ21年
 ３月８日
生まれ

　東
ひがし
　巧

たく む
武くん

（３歳 ○泗　田島団地）
  父：敬一郎さん　母：理恵さん

大
き
く
な
っ
た
ら

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー

ズ
に
な
る
ぞ

Ｈ20年
３月13日
生まれ

　渡
わたなべ
邉　永

はると
翔くん

（２歳 ○菊　雪野）
  父：義博さん　母：美和さん

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ

ん
、大
き
い
ば
あ
ち
ゃ
ん

　

だ
〜
い
す
き
♡

Ｈ21年
３月８日
生まれ

　木
き さ き
佐木　煌

きらと
仁くん

（２歳 ○菊　袈裟尾）
  父：光明さん　母：陽子さん

♡
♡
ア
ン
パ
ン
マ
ン

だ
〜
い
す
き
♡
♡

Ｈ21年
３月８日
生まれ

　坂
さかい
井　尋

ひろ
ちゃん

（１歳 ○泗　南住吉）
  父：重雄さん　母：藍さん

葵
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き

♡
♡
♡
こ
れ
か
ら
も

仲
良
く
し
て
ね
♡

Ｈ22年
３月26日
生まれ

　中
なかむら
村　ひかりちゃん

（１歳 ○旭　川下）
  父：壽宏さん　母：麻衣さん

お
に
い
ち
ゃ
ん
、

だ
ー
い
す
き

Ｈ22年
３月20日
生まれ

　石
いしぶち
渕　千

せんたろう
太郎くん

（１歳 ○七　上水次）
  父：大和さん　母：知美さん

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば
×
２

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

ね
！

Ｈ22年
３月30日
生まれ

　芹
せりかわ
川　尊

たける
くん

（２歳 ○菊　北宮）
  父：修さん　母：恵さん

車
と
お
す
も
う

だ
〜
い
す
き
！

Ｈ21年
３月２日
生まれ

ヨ
ー
イ
、ド
ン
！

泣
き
虫
だ
け
ど

い
た
ず
ら
だ
ー
い
好

き

　井
い で
手　季

きはく
珀くん

（１歳 ○菊　植古閑）
  父：一太さん　母：真委さん

Ｈ22年
３月16日
生まれ

ゆ
ず
き
姉
ち
ゃ
ん
、

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

ね
！！

叶
奈
お
姉
ち
ゃ
ん

だ
い
す
き
♡

２
人
は
な
か
よ
し
♡

　安
やすなが
永　晄

こうたろう
太朗くん

（３歳 ○菊　切明）
  父：洋臣さん　母：満里子さん

Ｈ20年
３月４日
生まれ

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い

だ
よ
！！

３月６日
（日）

西山医院 (内・小 ) 菊池市 0968（25）2561

宮川内科医院 (内・循 ) 合志市 096（248）2155

笹原整形外科医院 (整・麻 ) 菊陽町 096（232）1165

温耳鼻咽喉科医院 (耳 ) 合志市 096（248）6188

わたなべ歯科医院 合志市 096（215）5701

３月13日
（日）

武蔵しもむら医院 (小・内・ア ) 菊陽町 096（339）7561

成松内科医院 (内・呼・消・循 ) 合志市 096（345）5151

勝久病院
(外・胃・消・整・リウ・リハ・麻 ) 大津町 096（293）5000

岡山眼科 (眼 ) 菊池市 0968（25）2209

たかはし歯科医院 菊池市 0968（38）5199

３月20日
（日）

郷胃腸科内科クリニック
(胃・消・内・放・リハ ) 菊池市 0968（38）2121

ふじおか内科 (内・消・循 ) 菊陽町 096（232）7550

樽美外科・整形外科医院(整・リハ) 大津町 096（293）2100

いのうえ眼科 (眼 ) 合志市 096（344）1311

山口歯科医院 菊陽町 096（232）4456

高江バス停前薬局 菊池市 0968（38）0701

３月21日
（祝）

矢野医院 (外・内・胃・放 ) 菊陽町 096（232）5266
ひかりヶ丘眼科・内科医院 (眼・神内・
内 ) 合志市 096（348）6305

菊池中央病院 (外・整・放・内 ) 菊池市 0968（25）3141

友田皮ふ科医院 (皮 ) 合志市 096（248）6211

そうごう薬局菊池店 菊池市 0968（23）1321

３月27日
（日）

なみかわ小児科 (小 ) 大津町 096（293）1163

山岡胃腸科内科 (内・胃・消・肛 ) 合志市 096（248）9001

岩倉整形外科医院 (整・形成・リハ・麻 ) 大津町 096（293）8888

黒川産婦人科医院 (産・婦 ) 菊池市 0968（25）1071

金田歯科医院 大津町 096（293）1387

４月３日
（日）

古荘医院（内 ・ 小）　 菊池市 0968（25）2046
たしろクリニック
（胃・肛・消・内・ア・リハ） 大津町 096（340）3220

岸病院（外・整・麻・内・呼・循） 菊池市 0968（38）2750

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

高木歯科クリニック 菊池市 0968（25）1963

休日在宅当番医 ※ 休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎096（232）9331に問い合わせてください。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

市
営
住
宅
中
町
団
地
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

応募条件　平成24年３月までに誕生日を迎える３歳までの子ども
募集人数　先着24人
締切日　　誕生月の前月５日（５日が休日の場合は前日）

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？

申込方法　企画振興課、各総合支所にある申込用紙に記入して、
写真を添えて申し込んでください（写真は後日持参でも可）。
詳しい内容は問い合わせてください。
問い合わせ先　企画振興課広報統計係　☎0968（25）7250

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す

菊
池
農
業
高
等
学
校

聴
講
生
募
集
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